
A鳥9ρ',、

ヘ

ル

フ

エ
リ

ツ

ヒ

の
貨

幣

憤

値

論

、

大

野

純

一

貨
幣
慣
値
理
論
は

一
般
経
濟
領
値
論
の
特
殊
部
門
を
構
成
す
る
。
然
る
に

一
般
経
濟
領
値
論
た
る
や
、
古
往
今
來

甲
論
乙
駁
せ
ら
れ
今
に
至
る
竜
尚
其
の
蹄
趨
を
見
出
し
得
ざ
る
問
題
の

一
で
あ
る
。
從

つ
て
貨
幣
慣
値
理
論
は
必
然

に
紛
糾
錯
雑
し
、
其
の
稽
道
す
る
所
千
差
萬
別
に
し
て
吾
等
後
進

の
向
ふ
と
こ
ろ
を
躊
躇

せ
し
め
る
の
で
あ

る
。

然
し
乍
ら
、
今
此
の
混
沌
模
糊
の
中
よ
う
退

い
て
思
索
を
同
ら
す
時
、
其
庭
に
三
ヶ
の
範
疇
を
見
出
し
得

る
①
。
其

}

は

、
最

も
古

き

貨

幣

慣

値

説

に

し

て

、
地

金

學

説

或

は
素

材

領

値

説

寓
。
梓m
壽

琵

。・
。
α
●
。。
8
撃

⑦
「套

・
9

。
と

も

稻

じ
得
可
く
、
貨
幣

は
交
換
手
段
、
慣
値

の
尺
度
π
る
が
駕

に
は
必
然

に
素
材
慣
値

あ
る
を
要
す
。
貨
幣

の
憤
値
と
は
、

ど
り

竜
な

ほ
さ
ず

、
此
を
構
戌

す

る
金
属

の
償
値
な

亜
と
主
張

す

る
。
今

日
に
於

て
も
樹

ド
9
さ
U
8
霞

は

こ
れ

に

属

す

惹

。
,
二

は

、

断

片

的

立

言

を

も

渉

猟

す

る

な

ら

ば

、

其

起

源

を

U
碧

磐

N
9
8

ピ
署

・
短

ξ

㌧
国
①
島
o
竃
ざ

嵩
霞
謬
o

の

古

き

に

求

め
得

る

も

、

其

理

論

的

基

礎

付

け

に
あ

つ

て

は

、

最

近

国
=
ぞ

了

閑
o
鼠

夏
φ
～

包

。。
梓o
『

に

よ

つ

て
初

め

」ヘ
ツ
7

認
"

ツ

』
の
貨
幣
俄
値
論

四
〇
九
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一
〇

て
完
成
さ
れ
泥
る
名

目
學
説
或
は
指
圖
學
説

乞
。
B
一岳
房
§
自

o
α
・
》
昌
≦
。
一。。毒

鵯
穿
8
「げ

で
あ

る
。
此

の
種

の
學
説

に
よ
れ
ば

、
貨
幣

の
本
質
は
表
雰

N
¢
一。
ゴ
窪

指
圖
鐙

〉
昌
≦
。
一。。ξ

σq
或

は
計
算

手
段

幻
9
ぎ
。
昌
5
岸
①
一
π
る

こ
と

に

あ

h
、
從

つ
て
貨
幣
自
身

は
慣
値
を
有
せ
澱
。
從
來
貨
幣

の
慣
値

な
う
と
観

ら
れ
π

る
は
、
實

は
貨
幣

に
ょ

つ
て
購

買

さ
る

＼
財

の
債
値

の
反

映
な

る
か
、
若

し
く

は
貨
幣

を
構
成

す
る
材
料

の
慣
値

に
し

て
、
其

の
何
れ
尤
る
を
問

は

ず

貨
幣
其

れ
自

身

の
債
値
な
め
と

は
稻

し
得
ず
と
す

る
。

抑

々
貨
幣

は
、
當

初
實
膿
慣
値

よ
う
出
で

控
る
は
勿
論
な
る
も
、

一
度
實
禮
慣
値
に
し
て
貨
幣

の
形
式

を
と

る
時

は
、
其

の
活
動

の
爲

に
新

な
る
慣
値
を
喚
起

し
、

こ
れ
に
ょ

つ
て
金
属
貨
幣

に
は
附
加
的
憤
値
を
與

へ
、
表
雰
貨
幣

に
は
唯

一
の
慣
値
を
與

ふ
る

の
で
あ

る
。

こ
れ
史

的
事
實

の
謹
明
す

る
と

乙
ろ
で
あ

る
。
か

＼
る
登
展

の
経
路

に
於

て
、
地
金
學
説

は
貨
幣
自

ら

の
生
立
ち

し
故
郷
を
懐

ふ
の
情

蝕
り
に
も
切
な
る
に
比
し
、
名

目
學
説

は
幾
多
貨
幣

理

論

を
災

せ
る
故
郷
に
冷
淡

な
る
の
鯨
う
貨
幣

現
在

の
立
脚

地
を
竜
忘
却

せ
ん
と
す

る
の
械
あ

る
を
免

れ
澱
。
然

る
に

第

三
範
疇

力
る
貨
幣
慣
値
説

は
、
過
去

に
囚

は
れ
ず

現
實
を
没

却
せ
ず
健
實

な
る
行
路
を
辿

ウ

つ
＼
あ
る
か
の
如
く

に
思
は
れ
る
。

之
＼
に
所
謂
第

三
貨
幣
儂
値
説
と

は
職
能
慣
値
説

司
¢
巳
《江
。
ま
♂<
。
葺

冨
。
「一。
に
し
て
、
貨
幣

に
素

材

債

値

の
必
然

性
を
否
定
す
れ
ど

も
、
貨
幣

を
以

つ
て
無
慣
値
な

る
表
雰

な
う
と
は
解

せ
ず

、
貨
幣

は
他

の

一
般

財
と

同
標
領

値
性
を
持

つ
、
而
し

て
其

の
領
値

の
由
來
す
る
と

乙
ろ
は
、
今

日
の
経
濟
組
織

の
中

に
於

け
る
貨
幣

の
職
能

辱



に
在
う
と
す
る
。
吾

が

=
色
黙
膏

び
は

Q。
…ヨ
ヨ
卑

o。
。
α
2

閏
。
巻

と

共
に
此
第
三
範
疇

に
属

す

る
の
で
あ

る
。

U
霧

Ω
・
一α
ω
。9
。・仔
〉
島
9
σq
・
・
一紀
ω
に
包
含
せ
ら

る
＼
貨
幣
慣
値

理
論
は
、
彼

自
ら

の
名

く
る
と

こ
ろ
に
從

つ
て
、

質
的
問
題
と
量
的
問
題
と
に
分
れ
る
。
質
的
問
題

の
取
扱

ふ
と

こ
ろ
は
、
貨
幣

は
償
値
を
有
す

る
や
否
や
、
貨
幣

に

し

て
慣
値
を
有
す
と
せ
ば
そ

は
如
何
な
る
慣

値
な
り
や

、
そ

の
成

立

の
條
件
如
何
等
貨
幣
償
値

の
本
質

に
關
す

る
も

の
で
あ

う
、
量
的
問
題

の
取
扱

ふ
と

乙
ろ

は
、
貨
幣
慣

値

の
大
さ
は
如
何

に
し

て
決
定

せ
ら

る

＼
や
、
其

の
獲

動
は

如

何
に
し

て
生
ず

る
や
等
貨
幣

慣
値

の
漫

動
に
關
す

る
竜

の
で
あ

る
。
量
的
問
題
は

乙
れ
を
他

日
に
譲
ム
、
本
稿

の

目
的
と
す

る
と

乙
ろ

は
、
彼

の
所
謂
質
的
問
題
を
叙
述

し
以

つ
て
余
自

ら

の
研
究

の

一
端
と
な
す
に
あ

る
。
便

宜
上

叙
述

の
順
序

を
示
す

な
ら
ば

、
先
づ
本
題

の
理
解
を
容
易
な
ら
し

む
る
の

一
助
と
し

て
、
彼
が
貨
幣

の
経
濟
的
本
質

並

び
に

一
般
経
濟
慣
値
観

を
紹
介
し
、
次
で
貨
幣

に
於

け
る
慣
値
性

の
有
無

、
貨
幣
慣
値
成

立

の
條
件
を
叙
述
し
、

最
後
に
卑
見
を
述

べ
て
見

π

い
。

ω

内
●
内
団円ヨ
巴
窪
り
d
一①
ρ
ロき
帥一一9、聾
ゴ
8
二
ρ
お
鵠
"
卯
目炉

国
・
U
αユ
轟
"
U
剛o
Ω
o置
9
8
臥
o昌
mo凶け
困
爵
℃㌍
6
器
噂
ω●
ρ
ωα.

一
、
貨
幣
並
び
に
贋
値
の
概
念

玉

ル
フ

エ
"

ッ

葛
の
貨
幣

便
値
論

咽
二
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一
二

貨
幣
慣
値
を
論
ず

る
に
當

つ
て
は
先
づ
貨
幣
並
び
に
慣
値
の
概
念
を
明
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
楓
。
故
に
余
は

ヘ

ア
フ

エ
リ
ッ
ヒ
の
貨
幣
慣
値
説
を
叙
述
す
る
に
先
ち
、
彼

の
貨
幣
本
質
観
と

一
般
経
濟
橿
値
観
と
を
簡
軍
に
紹
介
す

る
。ヘ

ル
ン

エ
リ

ッ
ヒ
に
從

へ
ば

、
貨
幣

の
本
質

は
、
其
實
膿
乃
至
現
象
形
式

に

こ
れ
を
求
む
る
乙
と
を
得
ず

し

て
、

其

の
職

能
に
於

て
の
み
登
見
す

る
を
要
す

る
。
從

つ
て
貨
幣

の
本
質
を
機
見
す

る

に

は

二

つ

の
方
法
が
可
能
で

あ

る
。

一
は
、
國
民
経
濟
な
る
有
機
膿
を
出
襲
黙
と
し
其
中
に
於

け
る
貨
幣

の
地
位

を
登
見
す
る

の
方
法
で
あ
h
、

二

は
、
貨
幣

が
有
す
る
個

々
の
職
能

よ
う
出
機
し
相
互
を
比
較
し

其

の
本
質

性
を
詮

索
し
以

つ
て
本
質
的
職
能
と
附
随

的
職
能
と
を
匠
別
し
附
随
的
職
能
を
捨

て
＼
本
質
的
職
能
を
確

立
す

る
の
方
法
で
あ

る
。

而
し

て
爾
者
何

れ
の
方
法

に

よ

る
も
同

一
結
論
を
得

、
貨

幣

の
本
質

は
機
見

し
得
可

し
と
す

る
。
(ω
も

いゆ
ー
ま
o
)

彼

は
先

づ
第

一
の
方
法

に
從

つ
て
、
今

日
の
國
民
縄
濟

の
特
質
は
分
業
と
私

有
財
産

に
基
く
交
易
現
象

即
ち
人
格

間

に
於

け
る
慣

値
移
轄

に
在
う

、
而
し

て
貨
幣

は
其
中

に
あ

つ
て
慣
値
移
轄

の
媒

介
者

尤
る

の
地
位

を
有
す
、
と
結

論
す

る

。
(Q∩
・
い
α
一ー

いα
轟
)

次

に
彼

は
第

二
の
方
法

に
從

つ
て
曰
く

、
通

常
貨
幣

の
職
能

と
し

て
列
畢

せ
ら
る

＼
も

の
は
、
交
換

手
段

・
支
彿

手
段

・
資

本
移
蒋

の
媒
介
手
段

・

一
般
的
償
値
表
示
並
び

に
時
間
的
揚

所
的
憤
値

の
負
憺

者
等
で
あ

る
。
然

る
に
、



ぞ

●

び

領

値
移
韓

の
手
段

に
劃
し
、
交

換
手
段

・
支
彿
手
段

・
資
本
移
轄

の
媒
介
手
段

は
部
分
的
職
能

目
亀

嘗
詩
け凶9

た
う
、

一
般
的
領
値
表
示

は
二
次
的
職

能

囚
o
房
・
葬
一く
塗

斎
梓一9

π
う
、
時
間
的
揚
所
的
慣
値

の
負
憺

者
は
副
職
能

Z
。σ
・
昌
-

費
三
・梓δ
コ
π
る
が
故
に
、
交

易

の
媒

介

π
る
職
能
は
根
本
的
で
あ
う
、
從

つ
て
貨
幣

の
本
質
も

こ
れ
に
在

る
、
と
。

(G∩
も

。。
加l
N
◎。
い)

故

に
彼

は
何
れ

の
方
法

に
よ

る
も
貨
幣

の
本
質

は
交
易

の
媒

介
者
π
る

こ
と

に
在
り
と
す

る
。
從

つ
て
彼

に
よ

っ

て
定
義

さ
れ
π
る
貨

幣
は
、
或
與

へ
ら
れ
π

る
経
濟

制
度

の
下
に
、

且
與

へ
ら
れ
π

る
経
濟
領
域

に
於

て
、
経
濟

人

間

の
交
易
即
ち
慣
値

の
移
轄
を
媒
介
す

る
を
本
來

の
性
質
と
す
る
容
腱

の
総

禮
な
ら
と
す
る
。
(しQ
』
α
い
)

以
上
は
彼

の
貨
幣

本
質
観

の
大
要
で
あ

る
。
然
ら
ば
そ

の

一
般
経
濟
慣
値
観

は
如
何
。

ヘ
ル
フ

エ
リ

ツ
ヒ
に
よ
れ
ば

、
慣

値
は
事
物
其
自

身
に
附
着
す

る
性
質
で

は
な
く
、
寧
ろ
人
間
主
髄
と
、
外
界
と

の
關
係

に
其

の
基
礎
を

有
す
る
。
慣
値

は
、
客
膿

の
主
膿
も

し
く

は
團
膿

に
劃
す
る
意
義

に
就

い
て
の
、
主
髄

の
劉

断

を
表

明
し
カ
も

の
で
あ

る
。

ジ
ム
メ
ル
の
言
ふ
が

如
く
、
主
膿

の
側

に
事

物

の
評
慣

が
生

じ
、
慣
値
が
登
生
す

る

て
ふ
事
實

は
、
事
物

の
實

在

に
相
似
す

る
根
本
現
象
で
あ

る
。
故

に
慣
値

の
如
何
な

る
定
義
竜
演
繹

竜
、
輩

に
個
値

登

生

の
條
件

を
明

か
な
ら

し
む
る
に
過
ぎ
ず
し

て
、
此

の
條
件

に
ょ

つ
て
慣

値
は
創
造

せ
ら
れ
る
の
で

は
な

い
。

一

客
燈

に
蜀
す
る
慣
値

の
設
明

は
、
既

に
或
客
燈

に
前
提

せ
ら
れ

て
居

る
債
値

を
他

の
客
髄

に
樹

し
て
認

め
ね
ば
な
ら

(
〃
フ

エ
リ

ツ
b
の
貨
幣

債
値
論

四

一
三
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澱
と
言
ふ

こ
と

の
強
要
を
意
味
す

る
。
然

ら
ば
、
繹
濟
慣

値

の
條
件
如
何
。
経
濟
慣
値

は
、
外
界

の
事
物
が

一
方

に

於

て
慾
望

の
劃
象

に
し

て
、
他
方

に
於

て
其

の
獲
得

に
障

碍
が
存
し
、
此
を
除
去
す
る
が
駕

に
は
勢

働
と
犠
牲

と
を

必
要
と
す
る
場
合
に
出

現
す

る
。

か

㌦
る
前
提

の
下
に
の
み
、
終
濟
主
膿

は
事

物
に
縄
濟

的
意

義
即
ち
経
濟
慣
値
を

認

め
る
、
と
言

ふ
の
で
あ

る
。
(ω
・
お
Q。
)

更

に
彼

は
、
此
の
主
観
的
慣
値
は
、
評
債

の
肚
會
性
殊
に
交
換

の
事
實

に
よ

つ
て
、
著

し
く
客
観
性
を
取
得

し
、

鼓

に
客
観
的
交
換
關
係

即
ち
慣
格

の
世
界

は
構
成

さ
れ

る
、
と
解
し
、
交
換
慣
値

に
よ

つ
て
儂
格
を
説
明
せ
ん
と
す

る
學
読

に
劃
し

て
は
、
交

換
債
値
は
交
換
關
係

を
前

提
す

る
が
故

に
、
そ

は
慣

格
よ
う
の
抽
象
で
あ
る
、
從

つ
て
乙

れ
を
以

っ
て
慣

格
を
説

く

乙
と
を
得
ず

、
と
駁
し
。
(Q∩
6
お
。。1

い
O
N
)
限
界
効
用

説
に
劉
し

て
は
、
個
人

に
墾
す

る
財

の
利
用

性
の
度

合
は

こ
れ
を
量

的
に
規
定

し
得

ざ
る
限
う
、

こ
れ
を
以

つ
て
直
接
債

格
を
説
く

こ
と
を
得
ず

、
と
し

て
斥

け
る
の
で
あ
る
。
(Q。
・
い
謡
)
而
し

て
正
し
き
債
格

の
決
定
原

因
は
、
軍

に
直
接

の
當

事
者

の

み

な

ら

ず

、
需
要

供
給

な
る
肚
會
的
大
量
要
素

に
求
む
る
を
要
す
、
但

し
慣
格
と
需
要
供
給
と

の
關
係
は

一
方

的
な
ら
ず

し

て
相

互
的

な

・9
、
と
主
張

す
る

の
で

あ
る
。
(ω
・
い這
)

=
、
貨

幣
に
於

け
る
債
値
性

輪



ら

、

以
上
に
よ

つ
て
余

は
、

ヘ
ル
フ

エ
リ

ッ
ヒ
の
貨

幣
並

び
に
憤
値

の
概

念
を
略

々
明

か
に
し
得

π
積

り
で
あ

る
。
次

に
貨

幣
債
値
成
立

の
要
件

を
説
く

に
先
ち
、
.貨

幣

に
於

け

る
儂
値
性

の
有
無

に
關

し
彼

の
考

ふ
る
と

乙
ろ
を
紹
介

し

な

け
れ
ば

な
ら

澱
。

(

多
く

の
経
濟
學
者

は
、
貨
幣

は
領
値

の
尺
度
な

る

乙
と
を
前
提

し
、

乙
の
職
能
を
螢

む
が
霧

に
は
、
貨
幣

に
固

有

あ

慣
値
あ

る
を
要
す
る
や
否
や

の
見
地
よ
り

、
貨
幣

の
領

値
性
を
論
ず

る
が
故

に
、

ヘ
ル

フ
エ
リ
ッ

ヒ
は
先

づ
債

値

尺

度
論

の
批

評

に
着

手
す

る
。
彼

は
、
囚
三
。
ω
の
左

の
言
葉
を
引
用
す

る
。

『
凡
そ
竜

の
を
測
定
即
ち
量
的

に
規
定

し
得

る
客
燈

の
量
的
關
係
を
確

立
す
る
に
當

り
、
此
が
測
定

の
要

具
と
な

b
手
段
と
な
ら
得

る
封
象

は
、
其
自
身

測
定

せ
ら

る
可
き

も
の
を

一
定

の
量

に
於

て
有
せ
ざ
る
可
か
ら

ざ
る
は
、
自

然

法
則
的

必
然

性
を
持

つ
、
即
ち
測
定

さ
る
可
き
も

の

＼
未
知
量

を
磯
見
す

る
が
爲

に
は
、

こ
れ
と
同
種

の
測
定

具

内

の
既
知

量
を
利
用

し
な
け
れ
ば
な
ら

漁
。
』

長
さ
を
測

る
に
は
、
其
自

身
長

さ
を

有
す

る
測
定
具

に
ょ

つ
て

の
み

可
能
で
あ

る
。
然

る
に
、
屡

々
大
さ

の
關
係

を
述

ぶ
る
に
當

う
、
言
語
上

の
形
式

が
か

＼
る
主
張
と
矛
盾
す

る
が
如

.き

こ
と
あ

る
も
、
聯

か
熟
慮

を

め
ぐ
ら
す

に
於

て
は
、
竜
と

よ
う
か

＼
る
矛
盾

は

一
掃

せ
ら
る

＼
の
で

あ
る
。
例
ば

距
離

を
説
明
す

る
に
時
間
を
以

つ
て
し
、
反
封

に
時
間

を
測

る
に
時
針

の
通
過

せ
る
踵
離

を
以

つ
て
す

る
が
如
き

は

曾

れ
に
属
す

る
。
然
し
乍
ら
、
前

者

に
あ

つ
て
は
、
距
離

は

一
時
間

に
於

け
る
歩
藪

の
距
離

に
よ

つ
て
、
後

者

に
あ

(
ル
フ

出
リ

ツ
ヒ
の
貨
幣
債
値
論

西

一
菰
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つ
て
は
、
時
間

は
時
針
が
字

板

の

一
時
刻

よ
り
他

の
時
刻

へ
運
動
す
る
に
要
す
る
時
間
数

に
よ

つ
て
、
測
定

せ
ら

る

る

の
で
あ

る
。
『
故
に
具
禮

財
に
存
す
る
経
濟
債
値

の

一
定
量

を
測
り
得

る
も

の
は
、
自
ら
経
濟
慣
値
を
有
し
、
自
ら

経

濟
財
π
る
も

の
を
措

い
て
他

に
こ
れ
な
き

は
疑

ふ
可
か
ら
ざ
る
眞

理
で
あ
る
。』
①
と
。

言

ふ
ま
で
竜
な
く

、

乙
の
種

の
所
論
は
、
貨
幣

は
慣

値

の
尺
度
な
り

て
ふ
前
提

に
立
ち

て
、
貨
幣

に
固

有
の
慣

値

を
是
認

せ
ん
と
す
る
、
然

る
に

ジ

ム
メ
ル
は
同
様

の
前
提

よ
b
登
し
然

か
も

ク

ニ
ー
ス
の
結

論
を
否
定
す

る
、
と

へ

〃

7

エ
リ

ッ
ヒ
は
言

ふ
。
即
ち
彼

の
解
す
る
と

乙
う
に
よ
れ
ば
、

ジ

ム
メ
ル
の
所
論
は
次

の
如
く
で
あ

る
。

、
比
較

さ
る
可
き

ニ
ケ
の
客
膣
は
同
質

π

る
を
要
す
と

言

ふ
乙
と
は
、

二
つ
の
量

が
直
接

の
比
較

に
よ

つ
て
測
定

さ

る

㌧
揚
合

に
の
み
妻
當

す

る
。
然

し
乍
ら
、
測
定

に
は
直
接

の
測
定
以
外
に
術
他

の
方
法
が
存
在
す
る
。

二
量

の
關

係

・
差
異

・
憂
化
等
を
測
定
す

る
揚
合
に
於

て
は
、
測
定
實
膿

の
比
例

に
し

て
測
定

さ
る
可
き
實
膿

に
反
映

せ
ば
、

其

目
的
を
達

し
得
可

く
、
爾

者

は
必
し
も
同
質
た

る
を
要

せ

粗
。
木

の
枝

を
折

る
風

の
力
と
同
様

の

こ
と
を
な
す

人

の
手
と
は
、
同
質
な

る
限
う

に
於

て
の
み
、
相

互
に
比
較

し
得

る
も
、
術
風

の
力
を
そ
れ
が
折

つ
た
枝

の
太
さ
を
以

つ
て
も
亦
測
定
す
る

≧
と
が
出
來

る
。
勿
論
折
ら

れ
π
枝

其
自
身

は
、
手

の
力
と
同
様

の
意
味

に
於

て
、
風

の
強
度

を
表
示
し
得
ざ

る
も

、
二

つ
の
風

力

の
強
度

の
關
係

並

び
に
個

々
の
風

の
力

の
相
劃
的
強
度

は
、

一
方
は
木

の
枝

を

折

つ
喪

に
反
し
、他
方

は

こ
れ
を
折

る
乙
と
を
得
ず
と

の
事
實

に
よ

つ
て
測
定
し
得

る
の
で
あ

る
。
『
吾

々
の
知
り
得



●

る
限

り
に
於

て
最

も
相
違
す

る
封
象

に
し
て
、
形

而
上
學

も
自
然
科
學

も
、
共

に
爾
者

を

一
方

に
昂

せ
し

め
得
ざ

る
呵

世
界
型
像

の
中
軸

∪
δ
℃
。
δ
密
ω
≦
警

σ
ま

8

尤

る
も
の
は
、
物
禮

の
運
動
と
意
識

の
現
象

で
あ

る
。

一
方

の
純
粋

な

る
内
容

と
、
他
方

の
純
粋
な

る
外
延
と
は
從
來
其
間
に
統

一
的
關
係
を
求

め
得
な

い
の
で
あ

る
。
然

る
に
精
棘
物

ち

理
學

者
は
、
刺
戟
と
し

て
威
官

に
接
燭
す

る
外
的
蓮
動

の
愛
化

に
ょ
う
、
威
畳

の
愛
化

の
相
鮒
的
強
度
を
測
定
す
る

で
と
を
得

る
。
』

と
れ
等

の
場
合
に
於

て
は
、

一
要
素

の
量

と
他
の
要
素

の
量
と

の
問
に
常
恒
的

な
る
關
係

が
存
す

る
が
故

に
、
雨
者

の
間
に
何
等
質

的
關
係
即
ち
質
的
相
等

性
な
き

に
も
拘
ら
ず

、

一
方

の
大
さ
に
よ

つ
て
他
方

の
相

劃
的

大
さ
を
測
定
す

る
こ
と
が
出
來

る
。
故

に
慣
値
を
測
定
す
可
き
貨
幣

の
能
力

は
、
貨
幣
が
固
有

の
慣
値
を
有
す

る
と
言
ふ
事

實

に
依
存
す
と

の
論
理
上

の
原
理
は
破

ら
れ

る
の
、
と
。

飼
斯

く

ク

ニ
ー
ス
も

ジ
ム
メ
ル
も
、
共

に
慣
値
尺
度
論

に
基

い
て
貨
幣

の
憤
値

性
を
論
じ
、

一
方

は

こ
れ
を
肯
定

し
」

他
方

は
Z
れ
を
否
定
す

る
。

ヘ
ル
フ

エ
リ

ッ
ヒ
は
此
黙

に
内
在
的
批

評
を
下

し
て
次

の
如
く
言

ふ
。

!
ジ
ム
メ

ル
の
言
ふ
が
如
く

、
測
定

に
は
異

る
二
の
方

法
が
存

在
す

る
こ
と
は
認

め
な
け
れ
ば
な
ら

諏
。

一
方
は
測

定

す

る
客
髄
と
測
定

せ
ら

る

、
客
膿
と
が
直

接
に
比
較

せ
ら

る

＼
場
合

に
し

て
、

こ
の
際

に
は
、
爾
客
膿

の
質
的
相

等

性
は
無
條
件

に
要
求

せ
ら

れ
る
、
他
方

は
此
に
比
し
梢

々
複
雑

に
し
て
雨
者
は
直
接

起
比
較

し
得
ら
れ
ざ

る
揚
合

で

あ

る
。
風

・
戚
畳

の
強
度

・
温
度

・
時
間
簿

凡
て
抽
象

的
大
さ
の
測
定

信
此
揚

合
起
属
す

る
。
即
ち
直
接

の
比
蟹

《
ル
7
エ
サ
ッ
ヒ
の
貨
幣
債
値
論

四
掃
七
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は
物
的
延
長

に
の
み
適
用
し
得

る
の
で

あ
る
。
從

つ
て
測
定

の
多

く
の
場
合

に
は
、
比
較

さ
る
可
く
し

て
直
接
測
定

し
得
ざ
る

二

つ
の
大

さ
と
、
直
接
比
較

し
得

る
室
間
的
大
さ
乃
至
は
過
程
と

の
間
に
、

一
定

の
常
恒
的
關
係
を
確

立

し

、
以

つ
て

一
ヶ
の
中
間
項
を
利
用

す
る

乙
と
に
よ

つ
て
、
其
目
的

を
達
す

る
の
で

あ
る
。
斯

く
し

て
初

め
て
時
間

を
室
間
的
運
動
過
程

に
よ
う
、
温
度

を
水
銀
柱

に
よ
り
、
重
量
關
係
を
秤
盤

の
運
動

に
よ
わ
乃

至
は
風
力
を
枝

の
太

き

に
よ

つ
て
測
定

し
得

る
の
で
あ

る
。
然
し
乍
ら
、
直
接

の
測
定

に
よ
る
と
、
間

接

の
測
定

に
よ
る
と
を
問

は
ず
、

凡

て
測
定

の
最
後

の
結
果

は
、
或
種

の
未
知
量
を
同
種

の
既

知
量
を
以

つ
て
表

示
す
、
と

の
黙

は
、

ク

ニ
ー
ス
の
説

竜

亦
正
し

い
。

ク

ニ
ー
ス
の
例

に
於

て
、
時
針

に
よ

る
測
定

の
場

合
、
時
量

は
時
針
が
字
板

の

一
定
距
離

を
通

愚
す

る

に
要
す

る
時
間
輩
位

に
よ

つ
て
表
示
さ
る

＼
と
同
標

、

ジ

ム
メ
ル
の
例
に
於

て
、
枝

の
太

さ
に
よ
る
測
定

の
場
合

も
亦
、
風

の
強
度

は
結
局
に
於

て
或
太
さ

の
枝

を
折
る
に
要

す
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

一
定
量

に
よ

つ
て
表
示
さ
る

＼
の

で

あ

る
、
と
。
(Q。
・
いも
ー

いお
)

か
く

ヘ
ル
フ

エ
リ
ッ
ヒ
は
、
測
定

の
最
後

の
結
果

は
、
常

に
同
種

の
大
さ
の
間

に
於
け
る
量
的
關
係

の
畿
見
な
ム

げ

と

の
結
論

に
達
す

る
も
、
彼

は
、

こ
れ
を
以

つ
て
直

ち
に

ジ

ム
メ
ル
の
結
果
を
否
定
す

る

こ
と
は
出
來

顧
、
何
と
な

れ
ば
、
測
定

の
具
或

は
測
定
手
段
と
被
定

物
と
が
同
質

だ
る
を
要
す
る
は
、
直
接

の
比
較

に
よ
る
測
定

の
揚
合

の
み

に
し

て
、
間
接

の
測
定

に
あ

つ
て
は
か

＼
る
前
提

を
必
要
と

せ
ざ

る
を
以

て
な
う
、
と
論
ず

る
の
で
あ
る
。
然

ら
ば
、



貨
幣

に
よ
る
債

値

の
測
定

は
直
接

の
比
較

な
う
や

、
間
接

の
比
較

な
う
や
が
次

に
解
決
す
可

き
問
題
で
あ

る
。

ヘ
ル
フ

エ
リ

ッ
ヒ
の
解

繹
に
從

へ
ば
、

ジ

ム
メ

ル
は
詳
細

な
る
定
義
を
施
す

乙
と
な
く

、
與

へ
ら
れ
た
る
も
の
と

し

て
、
財
貨

の
量
と
貨
幣

の
量
と

の
間

に

一
般

的
な

る
關
係
あ

る
を
認

め
る
。
其
關
係

は
貨
幣
量

の
壇
加
と
物
慣

の

騰
貴
或
は
財
貨

の
塘
加
と
物
慣

の
下
落

と
の
間
に
存
す

る
が
如
き

、曖
味

に
し

て
例
外

に
富

む
關
係
で
あ

る
。
『
從

つ

て
其
詳
細

は
こ
れ
を
留
保

し
、
財
貨

の
総
量

・
貨

幣

の
総
量
及
爾
者
間

の
侮

存
關
係

の
み
を
考

へ
る
。
各
個

の
商
品

は
、
庭
分
し
得
可
き
財
貨
総
量

の
特
定
部
分
な

る
が
故

に
、
財
貨

総
量

を

a
と
名

け

る
な
ら
ば
、
各
個

の
商
品
量

は

　

し

三
m
で
あ

る
。
叉
此
商
品

に
ょ

つ
て
支

配
さ
れ
る
償

格
は
、
貨
幣
総
量
中

の
其

に
鷹
ず

る
部
分

な
る
が
故
に
、
貨
幣

総
量
を
b
と
名

け

る
な
ら
ば

、
各
個

の
商

品

の
慣
格
は

も
m
で
あ
る
。
故

に

a
と
b
と

の
大

さ
を
知

う
、
特
定

の
劃

象

が
販
責

し
得

可
し
償
値

の
幾
何

の
部
分
を
構

造
す

る
や

を
知

る
時
は
、
其
貨
幣
償

格
を
知

る

乙
と

を
得

、
塗

π
後

者

よ
6
前
者
を
も
知

る
こ
と

を
得

る
。

故

に
貨
幣
と
憤
値
あ

る
客
騰
と
が
質
的
相
等
性
を
有
す

る
や
否
や

に
は
拘
ゐ

な
く
、
換

言
す
れ
ば
、
貨
幣

は
其
自
身
慣
値
な
う
や
否
や

に
は
拘

う
な
く

、
特
定

の
貨
幣
量

は
、
封
象

の
領

値
を
規

定

叉
は
測
定
し
得

る
の
で
あ

る
。
』
㈹
と

の
議
論
か
ら
、

ジ
ム
メ
ル
は
、
貨
幣

の
慣

値
測
定

は
間
接

の
測
定
で
あ
り
、

從

つ
て
貨
幣

は
其
自
身
固
有

の
慣
値
あ

る
を
要

せ
ず
と
結
論
す

る
。

然

し
乍
ら

、

ヘ
ル
フ

エ
リ

ッ
ヒ
は
此
種

の
論
構

に
は
見
逃

し
得
ざ

る
敏
陥

あ
り
、
而
し
て
そ
れ

は
ジ

ム
メ
ル
自

ら
威

《
ル
フ

エ
サ
ツ

章
の
貨
樽
償
値
論

四

】
九
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◎

・ぜ

し
と

こ
ろ
な
り
と
評
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち

ヘ
ル
フ

エ
リ
ッ

ヒ
は

日
ふ
惰
抑

々
相
劃
量

の
測
定

は
、
絶
封
量

間
に

何

等
か

の
關
係

あ
つ
て
初

め
て
可
能
な
る
が
、
若

し
貨
幣

総
量

と
財
貨
総
量
と

の
間

に
、彼

が
前
提

し
π
る
が
如
き

、

何
等
か

の

一
般

的
關
係
あ

う
と
す
れ
ば
、
そ

は
慣

値
關
係
以
外

に
考

ふ
る
を
得

澱
。
然

し
乍
ら
斯
く
解

し
て
、
貨
幣

総
量
と
財
貨
総
量
と

の
相
等
關
係

に
基

い
て
、

一
定
貨
幣
額

の
債
値
測
定
能
力
を
基
礎
付
け
ん
と
す

る
は
、
循

環
論

を
構
成
す
る
。
何
と
な
れ
ば
、
既

に

一
方

を
以

つ
て
他
方

を
測
定

し
得

る
可
能

性
を
前
提

す
る
が
故
で
あ

る
。

故
に

・ジ

ム
メ
ル
は
、
貨
幣
総
量
と
財
貨
総
量
と

の
間

に
、
慣
値
相
等
以
外
如
何
な

る
關
係
存
す

る
や

を
明
か
に
せ
ざ
る
限

う
、
循
環
論
を
構
成

し
、
貨
幣

は
必
然
債
値
性
を
有
す
と

の
結

論
に
達

し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
、
と
。
(u∩
・
いお

ー
い
い
一)

以

上
は
慣
値

尺
度
論

に
劃
す

る

ヘ
ル
フ

エ
リ

ッ
ヒ
の
内
在
的
批

評

に
し
て
、
慣
値
尺
度
論

の
常
然
負

ふ
可
き
蹄
結

で
あ

る
。
次

に
内
在
的
批
評

を
去

つ
て
、
橿
値
尺
度
論

の
前
提

に
關
す

る
彼

の
駁
論

に
移

る
。

ヘ
ル
7

エ
リ

ッ
ヒ
の
考

へ
に
よ
れ
ば

、
測
定

は
客
観
的

の
も

の
に

の
み
可
能

に
し

て
、
吾
人

は
、
吾
人

の
威
畳
意

志
乃
至
は
制
断

よ
ら
濁

立
な
る
客
膣

の
性
質
は
、

Z
れ
を
同
質

の

一
定
量
を
以

つ
て
客
観
的

に
登

見
し
、
測
定
す

る

Z
と
を
得

る
も
、
慣

値

は
個

人
の
心
裡
に
於

け

る
評
慣
過
程

に
ポ

つ
て
生
ぜ

る
主

観
的
現
象

な
る
が
故

に
、
孤

立
せ

る
主
禮
が

一
財
と
他

の
財
と
を
等
し
く
評
慣

し
π
6
と
す

る
も
、

乙
の
評
債

は
雨

財
間
に
存
す
る
客
観
的
關
係

の
測

定

の
結
果
な
う
と
言

ふ

こ
と
を
得

綴
。

二
客
燈
間

の
相
等
慣

は
主
観
的
評
橿

渦
程

の
表
出
に
し
て
、
そ

は
評
憤
主
饅



に
よ

つ
て
登
見
せ
ら
れ
π

る
に
あ
ら
ず

し
て
、
創
造
せ
ら
れ
尤

の
で
あ
る
。
慣
値

の
測
定

な
ら
ず
し

て
、
慣

値
付

け

で
あ

る
。
(q。
.
お
。。
ー
お
ゆ
)
抑

々
交

換

は

二
財
聞

の
關
係

に
就

い
て
、
・主
髄

の
領
値
制
断

が
相
違

す
る
に
よ

つ
て
生

ず

る
が
故

に
、
交
換

以
前

に
は
、
此
互

に
異

る
主

観
的
慣
値
剣
断

以
外
に
測
定
さ

る
可
き
客
観
約
償

値
は
存
在
せ
諏
、

(堕

U
o
い)
と
論

じ
て
、
彼

は
、
交
換
當
事
者

は
同
量

の
慣
値
を
有
し
交
換

に
先

つ
て
爾
財

の
慣
値

は
測

定

さ

る
と

の

思

想
に
、
反
劉
す
る
の
で
あ

る
。

此
際
或

は
、
爾
個
人
が
各

々
主
観
的
慣
値
判
断

の
範
園
内

に
於

て

一
定

の
交
換
關
係

に
同
意
し
、
交
換

を
實
行

し

π
る
後

に
於

て
は
、

一
ケ
の
客
観
的
事
實
成

立
し

、

乙
れ
に
よ

つ
て
爾
財

の
相
等
慣

は
認

め
ら
れ
、

一
財
の
交
換
慣

値
を
以

つ
て
他

の
財
の
交
換
債
値
は
測
定

せ
ら
る

＼
に
あ
ら
ず
や
、
と
反
駁
す

る
者
あ

る
や

も
知

れ
顧
。
此

に
鋼

し

て
、

ヘ
ル
7

エ
リ
ッ

ヒ
は
次
の
如
く
答

へ
る
。

二
財
間

の
交
換
關
係

は
、
事
實
交
換

の
行

は
れ
力
瞬
間
、
其
交
換

に
の
み
妻
當
す

る
の
で
あ

つ
て
、
二
財
間

の
交

換

は
常

に
同

一
條
件

の
下
に
生
ず

る

竜

の
で

は

な

い
。
故

に
二
財
間

の
交
換
關
係

は
物
膿

の
重

さ
や
延
長

の
如
く

に
、
客
観

的
禿
る
を
得

澱
。
從

つ
て
貨

幣
と
財
と

の
交
換

に
よ

つ
て
生

じ
尤
償

格
は
、
尺
度
を
以

つ
て
延
長
を
計

る

が
如
く

に
、
精
確

に
客
観
的
で

は
な

い
。
(ω
・
ωξ
)

然

の
み
な
ら
ず

、
貨
幣

の
債
値
其
自

身
が
、
他

の
測
定

輩
位

の

如
く

、

一
定

不
動
で

は
な

い
。
吾
人
は
客
観
的
交

換
關
係

よ
り
個

々
の
財

の
交

換
償
値
を
抽
象

し
其
尺
度
を
劉
慣

に

(
ル
フ

ェ
リ
ツ

h
の
貨

幣
儂
値
論

四

一
二
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於

て
見
出
す
。
故
に
交

換
慣
値

の
揚

所
的
時
間
的
愛

動

は
、
交
換
關
係

の
揚
所
的

時
間
的
愛
動

に
よ

つ
て
の
み
、
客

観

的
に

之
れ
を
知
b
得

る
の
で
あ

る
。
從

つ
て
吾
人
が
直
接

に
知

る
は
、
二
財
間

の
交
換
關
係

の
愛

化

の
み

に
し
て
、

一
財

の
慣
値

の
攣
動

は

こ
れ
を
知

る

こ
と
は
出
來

諏
。
さ
れ
ば
交
換
關
係
愛

動

の
原
因
が
爾
客
膿

の
何
れ
に
存
す
る

や

は
、
直
接
判
断
す
る
を
得
な

い
。
唯
吾
人
は
、
需
給

の
大
さ
、
或

は
二
客
禮

の
各

々
が
他

の
客
膿

に
饗
す

る
交
換

關
係
を
観
察
す

る
之
と

に
よ

つ
て
、
間
接

に
制
断
す

る
に
過
ぎ

澱
。
然

る
に
、
貨
幣

は
常

に
憂
動

し
て
止
む
な
き
需

給

の
剰
象
虎

る
限
う
、
貨
幣
其
自
身

の
債

値
も
攣
動
す
る
も

の
と
解
し
な
け
れ
ば
な
ら

諏
。
故

に
貨
幣

に
よ

つ
て
表

示
き
れ
泥

る
慣
値
は
、
假

令
場
所
的
時

間
的

に
異

る
も
、
相

互
に

こ
れ
を
比
較
す

る

乙
と

は
出
來

諏
、
と
。
(◎。

いo
図1

ω
。
℃
)貨

幣

に
し

て
慣
値
を
測
定

し
得

ず
と

す
れ
ば

、
所
謂
債

値
尺
度
な

る
職
能

に
は
如
何

な
る
内
容

を
與

ふ
可
き
で
あ

ら
う
か
。

ヘ
ル
ン

エ
リ

ッ
ヒ
は
、
貨
幣

は

一
般

的
交
換

手
段

な
る
が
故

に
、
凡
て

の
交
易

客
膿

は
先
づ
原
則
と

し
て
貨
幣
と

交
換

せ
ら
れ

る
。
其
結
果
あ
ら
ゆ

る
交

易
客
膿

の
慣

格
は
專

ら
貨
幣
を
以

つ
て
表
示

さ
れ
る
。

こ
の

こ
と
は
債

格

の

比
較
を
非
常

に
容
易
な
ら
し

め
る
。
然

し
乍
ら
、
此
を
以

つ
て
債
格
は
貨
幣

に
よ

つ
て
測
定

せ
ら

る

＼
も

の
な

り
と

思
惟
す

る

こ
と

は
出
來

諏
。
債
格
は
貨
幣

に
よ

つ
て
測
定

せ
ら
れ
る

(σq
・
ヨ
。
。。。。2

≦
2
,血
2
)
の
で
は
な
く
、
債

格
は



貨
幣

を
以

つ
て
協
定

せ
ら
れ

る

(σ
O
旨
一〇
いq◎O
謬
≦
0
「ユ
O
コ
)
の
で
あ

る
。
然

る
に
他
面
債
格
は
交
換
慣
値

の
表
示
な
b
と

ぜ
ら

る
＼
が
故

に
、
貨
幣

は
交
換
慣
値

の

一
般
的
表
示
叉

は
公
分

母
π

る
の
で
あ

る
、
と
解
し

、
所
謂
債

値

の
尺
度

の
職
能
に
し

て
斯
如
ん
ば
、
領
値

の
尺
度
な
る
語
を
避

け

て
、
統

一
的
榎

値
表
示
な
る
語
を
採

る
を
要
す
と
主
張
す

る

の
で
あ
る

。
(Q。
●
Q90
心
)

、
斯
く

し
て

へ
川
フ

エ
リ

ッ
ヒ
は
、
貨
幣

は
債
値

を
測
定

せ
ず

、
ク

ニ
ー
ス
、
ジ

ム
メ

ル
は
共

に
前
提

に
於

て
誤

る
。

從

っ
て
此
見
地
よ
b
貨
幣

の
慣

値
性
を
論
ず
可
か
ら
ず
と
し
て
、
橿
値
尺
度
論

の
基
礎

を
離
れ
て
、
貨
幣

の
債

値
性

を

次
の
如
く
談

明
せ
ん
と
す

る
。

凡
そ
交
換
慣

値
は
交
換

の
事
實

よ
う

の
抽
象

に
し
て
、す

べ
て

の
交

易
客
膿

は
先
づ
貨
幣
と
交
換

せ
ら

る

＼
以
上
、

他

の
交
易
客
髄
と
同

檬
、
貨

幣

に
も
亦

一
の
交
換
便
値
を
認

め
な

け
れ
ば
な
ら

諏
。
ま
尤
假
令

抽
象

の
産

物
力
る
交

換
慣

値

の
概
念
を
離

れ
、
慣

値

の
根
本
現
象
に
立
蹄

つ
て
考

へ
て
も
、
尚
貨

幣

の
債
値
性
を
否
定
ゆ
る

こ
と

は
出
家

臓
。
既

に
述

べ
π

る
が
如
く

、
慣
値

の
如
何
な
る
定
義

も
演
繹
も

、
軍

に
債

値
磯

生
の
條
件
を
明
か
に
す

る
に
過
ぎ

ず

し
て
、
此
條
件
に
ょ

つ
て
慣

値
は
創
造

さ
れ
る
の
で

は
な

い
。

一
客
膿

に
劃
す
る
慣
値

の
謹
明
は
、
既

に
或
客

燈

に
前

提
さ
れ
て
居

る
慣
値
を
他

の
客
膿

に
劃

し
て
認

め
澱
ぱ
な
ら

澱
と
言

ふ
こ
と

の
強
要
を
意
味

す
る
。
も
し
財
に

饗

し
債

値
を
前
提
す

る
な
ら
ば
、
財
と
貨

幣
と

の
間

に
絶
ね
ず
交

換
が
行
は
る

＼
以
上
、
貨
幣

に
も
亦
此
慣
値
を
認

ベ
ル
フ

菰
リ

ツ

b
の
貨

幣
慣
値
論

四

二
募
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あ

ん
と
す

る
強
要
が
存
す

る
。
慣
値
は
現
象

形
式

の
如
何
を
問

は
ず

、
凡
て
客
膿

の
主
膿
若

し
く
は
團
騰

に
封
す

る

意

義

に
就

い
て
の
主
禮

の
判
断

に
基
き

、
主
膿
が

一
財

に
劃

し

一
定

の
比
牽
を
以

つ
て
貨
幣

を
與

へ
叉

は
受
取
ら
ん

と

す

る
な

ら
ば

、
そ

は
貨
幣

は
、
財
と
同

じ
く
、

一
般
的
交
換
手
段

と
し
て

の
職
能
を
鑑

さ
ん
が
爲

に
は
慣
値
制
断

の
封
象

π
う
、
即
ち
債
値

性
を

有
せ
ざ

る
可

か
ら
ざ

る

こ
と
を
意
味
す

る
、
と
。
(Q∩
・
い
い
一1
い
℃
)

然

る
に
、
所
謂
指
圖
謹

説
は
、
交
換

に
際

し
て
は
、
貨
幣

に
よ

つ
て
物
其
自
身
が
與

へ
ら
れ

る
の
で

は
な
く

、
他

の
物

に
封
す

る
軍
な
る
指
圖

・
代
表
若

し
く
は
象

徴
が
與

へ
ら

れ
る
、
從

つ
て
貨
幣
と
商
品
と

の
交
換

に
於

て
は
、

實

は

一
商

品
と

他
の
商
品
即
ち
與

へ
ら
れ
カ
る
貨
幣

に
よ

つ
て
將
來

獲
得
し
得

る
商
品
と

の
交
換
が

行
は
れ
る
、

さ

れ
ば
貨
幣

は
無

本
質

的
中
間
項
な
う
、
と

の
議
論
よ
り

、
貨
幣

の
償
値
性
を
否
定
せ
ん
と
す

る
。

こ
れ

に
劃
し

ヘ
ル

フ

ェ
リ

ッ
ヒ
は
、
そ

は
貨
幣

が
現
経
濟
組
織

の
下
に
占

む
る
地
位
を
誤

つ
て
制
断

せ
る
の
結
果
な
6
と
し

て
曰
く

、

貨
幣

を
以

つ
て
財
其
自
身
π
ら
ず

し
て
財
に
劃
し

て
記
號
若
し
く
は
指
圖
な
う
と
解
す

る
時

は
、
貨
幣

に
よ

つ
て

一

定

分
量

の

一
定

財
を

一
定

人
よ
り
獲
得
、し
得

る
を
要
す

る
。
何
と
な
れ
ば
、
被
指
圖

・
被
代
表
若

し
く

は
被
象

徴
物

を
確
定
す
る

こ
と
な
く
し

て
、
如
何
な

る
指
圖
も
代
表
も
乃
至
は
象

徴
化

を
も
考

へ
得

鳳
か
ら
で
あ

る
。
然

る
に
現

経
濟
秩
序

の
下

に
於

て
は
、
貨
幣

の
所

有
者
は
何
人

に
封

し
て
も
他

の
事

物
を
強
要

す
可
き
椹
能

は
な
く
、
只
自
由

な

る
評
領

の
劃
象
を
有
す

る
に
過
ぎ
澱
。
貨

幣
が

一
般

に
販
費

さ

る
可
き
貨

物
を
獲
得

し
得

る
は
、
商

品
に
劃
し
軍



に
程
度

の
差
異

に
過
ぎ

汲
、
そ
は
種
類

の
差
異

π
り
得

な

い
。
貨
幣
が
何
人

に
竜
受
領

せ
ら
る

き
は
、
他

の
事
物
を

其

に
よ

つ
て
調
達
し
得

る
が
故
で
あ

る
。

乙
れ
と
同

標
商

品
は
、
個

人
経
濟

に
於

け
る
必
要
品
を
調
達
す
る
が
駕

に

製
造

せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
若

し
指
圖

の
概

念
よ
り
、

一
定

の
事

物
に
劉
す

る

一
定

の
請
求
権
を

一
定

人

に
附
與

す

る
と

言

ふ
内
容
を
除
き

、
不
定
量

の
不
定
事

物
を
不
定
人
よ
う
調
達
す

る
と
言

ふ
内
容

の
み
を
獲
す

な
ら
ば
、
貨

幣

の
み
な
ら
ず

あ
ら
ゆ

る
商
品

は
指
圖
完
う
と
解
し
な
け
れ
ば
な
ら

顧
。
然

し
乍
ら
、
指
圖
な

る
概

念
を
か
く
定
義
す

る
に
於

て
は
、

二
つ
の
蹄
結
が
存
す
る
。
即
ち
凡

て
の
商
品
よ
う
濁

立
の
慣
値
性

を
奪

ふ
か
、
若

し
く

は
廣
義

の
指

圖

に
竜
亦
濁
立
な
る
慣
値
性

の
可
能
を
許
容

し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
と
言
ふ

乙
と
で
あ
る
。
然

し
乍
ら

、
牽

強
附
會
を

避

け
、
概
念

の
限
界

を
守

ら
ん
と
せ
ば
、
指
圖

な
る
概
念
は

一
定

の
内
容

に
關

し
て

の
み
適
用

し
な
け
れ
ば
な
ら
滋
。

故

に
指
圖
は
被
指
圖
物
と
不
定

の
關
係

に
於

て
交
換

せ
ら

る
＼
が
如
き

乙
と

は
な

い
。
交
換

に
際

し
絶

へ
ず
愛
動
す

る
評
債

の
劃
象

は
、
不
可
欠

の
前
提

と

し
て
濁
立

の
慣
値
性
を
持

つ
。
從

つ
て
貨
幣

は
、
慣
値
劃
象

に
野
す

る
指
圖

た
ら
ず

し
て
、
其
自
身

一
ケ
の
便
値
劃
象
で
あ
る
、
と
。
(Q。
・
い
℃
1
い
翼
)

cり

溶

国
巳
㊦♂
U
霧
O
。5

同◎。。。9
ψ
h嵩
・

②

O
.
ω旦
ヨ
o㌍
瞭
ぴ
ま
ωo℃露
o
山窪
O
o=
om.
≦
oユ
o
》
島
茜
o・
u鴇
評
ψ
HoN

⑤

O
・
Qo百
ヨ
。㌍
鉾
勲
○
遥
Go
・
目£
・

「、

ヘ
ル
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エ
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ツ
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三
、
貨
幣
便
値
成
立
の
條
件

貨
幣
は
本
質
上
慣
値
を
有
す
と
せ
ば
、
其
慣
値
は
如
何
な
る
慣
値
で
あ
ら
う
か
、
其
成
立
の
條
件
如
何
。

、　
ヘ
ル
フ

エ
リ
ッ
ヒ
の
考
ふ
る
と

乙
う
に
よ
れ
ば
、
貨
幣

に
於
け
る
慣
値
性
の
問
題
と
貨
幣
素
材

の
橿
値
性
の
問
題

と
は
裁
然
囁
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
從

つ
て
彼

は
、
貨
幣
は
領
値
性
を
有
す
と
言
ふ
乙
と
は
、
決
し
て
貨
幣
は
慣

値
あ
る
素
材
よ
b
構
成
さ
れ
る
即
ち
實
燈
慣
値
を
有
す
と
言
ふ
こ
と
を
意
味
し
な

い
。
叉
貨
幣
は
素
材
儂
値
な
く
し

て
存
立
し
得

る
と
言
ふ
こ
と
よ
う
必
然
に
貨
幣
は
無
債
値
な
う
と
の
蹄
結
を
導
く

こ
と
能
は
ず
、
と
す
る
。

ヘ
ル
フ

エ
リ
ッ
ヒ
に
從

へ
ば
、
紙
幣
本
位

の
下
に
於

て
は
、
貨
幣
素
材
は
無
慣
値
で
あ
ウ
、
か
つ
紙
幣
に
よ
つ
て
慣
値
あ
る

素
材
を
要
求
す
る
の
権
利
は
與

へ
ら
れ
て
居
な

い
に
も
拘
ら
ず
、
紙
幣
は
他
の
交
易
客
燈
と
の
交
換
に
際
し
て
受
領

せ
ら
る
＼
が
故
に
、
他
の
慣
値
劉
象
よ
う
濁
立
せ
る
動
的
償
値
を
有
す
る
。
故
に
紙
幣

は
其
領
値
を
專
ら
貨
幣
と
し

て
の
職
能
に
基

い
て
の
み
有
す
る
。
叉
制
限
錆
造

の
銀
本
位

の
下
に
於
て
は
、
貨
幣
軍
位

の
債
値
が
其
基
礎
π
る
銀

の
分
量
の
慣
値
よ
り
竜
高
き
は
、
鋳
貨
は
地
銀
の
爲
し
能
は
ざ
る
貨
幣
職
能
を
螢

む
が
故
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
貨
幣

禿
る
鋳
貨
叉
は
鐙
雰
は
國
民
縄
濟
上
欠
く
可
か
ら
ざ
る
職
能
を
螢
む
が
故
に
慣
値
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
貨
幣

の
債

値
は

一
定
條
件

の
下
に
於
て
は
、
素
材
の
慣
値
よ
り
濁
立
し
て
其
自
身
に
存
立
し
得
る
の
で
あ
る
.。
從

つ
て
貨
幣

の



憤

値
は
素
材

の
憤
値
以
外

に
此

を
求
む
る
を
要
す

内
と
す
る
。
(ω
・
い
累
1
い
い
い)

故

に
通

常
は
實
禮
償
値

に
樹

し
て
、
貨

幣

は
職
能
慣
値
を
有
す

と
稽

せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
然

し
乍

ら
、
彼

の
考

に
ょ
れ
ば

、
根
本
的
に
異

る
と
観
ら

る
＼
此

二
種

の
慣
値
即
ち
實
膿

債
値
と
職
能
慣
値

は
、
其
關
係

を
理
論
的
に
考

察

す

る
と
き
、
何
れ
竜
凡

て
の
経
濟
慣
値
が
擦

つ
て
以

つ
て
生
ず

る

一
般
的
前

提

に
其

根
基
を
持

つ
の
で
あ

る
。
凡

て
慣
値
は
事
物
其
自

身
に
附
着

し
力
性
質
で

は
な
く

し

て
、
寧
ろ
人

間
主
膿
が
外
界

に
劉
す

る
關
係

に
基

く
。
即
ち

事

物
の
償
値

は
、
所
謂
實
膿
債

値
と
言

ひ
職
能
債
値
と
言

ひ
、
軍
な
る

ω
・
貯

の
故

に
存
し
、
ω
⊆
σ
。。琶
昌

の
中

に
包

含

せ
ら
れ

る
竜

の
で
は
な

い
、
そ

は

一
定

の
纒
濟

的
職
能
を
螢

む
こ
と

に
よ

つ
て
直
接

間
接
人
間

の
慾
望
を
充
す

が

故

に
債

値
を
有
す

る
の
で
あ

る
。
從

つ
て
如
何
な

る
経
濟
便

値
も
職
能
領
値

に
し

て
、
其
庭

に
は
實
膿
憤
値

な
る
も

の
は
存
せ

澱
。

さ
れ
ば
實
膿
領
値
と
職
能
慣
値
と

の
外
面
的

〉
長

ぎ

ヨ
凶。

は
消
滅
す

る
。
實

膿
領
値
を
有
す

る
貨

幣

と
職
能
慣
値

の
み
有
す

る
貨
幣

と
の
間

に
は
次

の
如
き
程
度

の
差

の
み
が
存

す
る
。
即
ち
職
能
慣
値

の
み
有
す

る

貨
幣

は
其

性
質
上
貨
幣
と

し
て
の
職
能

の
み
を
鑑

し
得

る
に
過
ぎ
ざ
る
も
、
所

謂
實

膿
慣

値
を
有
す

る
貨
幣

は
貨

幣

以
外

に
竜
其
素

材
を
使
用
し
得

る
と
言

ふ

こ
と
で
あ

る
。
而
し

て
實

膿
慣
値
を
有
す

る
貨

幣
も

、
職
能
慣

値

の
み
あ

る
貨

幣
竜
、
共

に
経
濟
慣

値

一
般

の
條
件

に
基

い
て
慣
値
を

有
す

る
、
と
解
す

る
の
で

あ
る
。
(Q。
・
い
い
い
ー
い
ぐ
)

電

・
既

に
述

べ
π
る
が
如
く

、

ヘ
ル
ク

エ
リ

ッ
ヒ
は
、

一
般
経
濟
領
値

の
基
礎
前

提
は
、
外
界

の
事

物
が

一
方

に
於

て

(
ル
フ

エ
リ
ッ

b
の
貨
幣
債
値
論
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二
入

人
間
慾
望
の
封
象
に
し
て
、
他
方
に
於
て
其
獲
得

は
障
碍
に
劃
立
し
、
此
を
除
去
す
る
に
勢
働
と
犠
牲
を
要
す
る
こ

と
に
在
う
と
す

る
。
然
ら
ば
貨
幣
は
如
何
に
し
て
此
條
件
を
具
備
す
る
や
。

彼

は
、
慾
望
の
劃
象
た
る
こ
と
は
、
淡
し
て
直
接
に
慾
望
充
足
に
役
立
つ
も
の
＼
み
に
限
ら
ず
、
術
其
他
に
消
費

財
を
製
造
調
達
す
る
が
爲

に
使
用
ら
せ
る
＼
手
段
財
が
あ
る
。
而
し
て
人
格
間
に
於
け
る
慣
値
の
移
轄
を
媒
介
す

る

て
ふ
重
要
な
る
任
務
を
有
す
る
貨
幣
は
此
部
類
に
属
す
る
。
即
ち
貨
幣
は
生
産
過
程
に
あ

つ
て
は
生
産
手
段
と
勢
働

力
と
を
結
合
し
、
更
に
既
成

の
商
品
は
此
を
生
産
者
よ
う
消
費
者

へ
移
轄

せ
し
む
る
こ
と
に
よ

つ
て
、
他

の
手
段
財

と
同
横
慾
望
充
足
に
役
立
つ
。
只
其
特
異
な
る
は
次
の
黙
に
在

る
。
即
ち
他
の
財
は
何
れ
の
経
濟
制
度

の
下
に
於

て

も
慾
望
の
劉
象
た
6
得
る
に
反
し
、
貨
幣
は
現
代

の
経
濟
制
度

の
下
に
の
み
慾
望
の
勢
象
π
る
の
で
あ
る
。
然
し
乍

ら
、
現
制
度
の
存
す
る
限
う
貨
幣
は
人
間
慾
望
の
劃
象
π
わ
、
と
の
議
論
に
基
き
、
貨
幣

に
経
濟
債
値
の

一
前
提
を

與
ふ
る
の
で
あ
る
。

彼

は
ま
虎
貨
幣
に
於
け
る
緯
濟
慣
値
の
第
二
の
前
提
を
次
の
如
く

に
論
讃
す
る
の
で
あ
る
。

調
達
の
困
難
と
言
ふ
こ
と
は
、
貨
幣
素
材
が
多
大
の
費
用
を
投
じ
て
の
み
生
産
せ
ら
る
＼
揚
合
、
又
は
貨
幣
素
材

が

一
方
に
於

て
稀
少
性
を
有
し
、
他
方
に
於

て
貨
幣
以
外
の
目
的
に
も
多
大
の
需
要
存
す
る
揚
合
に
は
、
明
か
に
充

尤
さ
れ
て
居
る
。
而
し
て
こ
れ
は
貴
金
属
貨
幣
の
揚
合
に
該
當
す
る
。
然
し
乍
ら
、
殆
ん
ど
費
用
を
要
せ
顧
素
材
よ



う
な
る
紙
幣
は
、
如
何
に
し

て
第

二
の
前
提
を
充
π
す
で
あ
ら
う

か
。
蝕

に
注
意
を
要
す

る
は
、
調
達

の
困
難
は
必

し

も
自
然

の
抵
抗

・
映
乏

に
限
ら

澱
と
言

ふ
こ
と
で
あ

る
。
調
達

の
困
難
は
其
原
因
を
肚
會
並

び
に
國
民
経
濟

の
注

的

制
度

に
も
有
す

る
の
で
あ
る
。
個
人
叉

は
團
燈
が

、
他
人

の
慾

望

の
劉
象

π

る
客
禮

の
製
造

所
有
に
關

す

る
濁
占

を
有
し
、
他
人
は
、
該
事
物
獲
得

に
際

し
反
劉
給
付

を
要
求
せ
ら

る

＼
揚
合

は

乙
れ

に
属
す
る
。
調
達

の
自

然
的

困

難

に
代

つ
て
、
或

は
其
に
加

へ
て
、
肚
會
的
困
難
は
其
客
禮

に
慣

値

を
與

へ
、
若

し
く

は
其
慣
値
を
櫓
加
す
る
。
貨

幣

の
場
合
に
於

て
は
、

こ
の
事

は
明
自
で
あ

る
。
現
在
の
法
的
秩
序

の
下
で

は
、
國
家
は
貨
幣

の
造
出
に
關
し

て
排

他
的
擢
能
を
有
す

る
。
個
人

は
何
物

か
を
與

へ
或
は
勢
働

に
從
事

し
て
初

め
て
國
家

よ
う
貨
幣

を
受
領
す

る

之
と
が

出
來

る
。
故

に
賃
幣
獲
得

の
自

然
的
困
難

は
殆
ん
ど

存
せ
ざ
る
も
、
爾
國
家

は
、
造
幣
猫
占
椹

を
利
用

し

て
人
爲
的

調
達

の
困
難
を
設

け
、
其

に
よ

つ
て
縄
濟
慣
値

の
第

二
の
前
提
を
供
す

る
の
で

あ
る
、
と
。
(ω
・
い
℃
1

い
い。。)

斯
く
し
て

ヘ
ル
フ

エ
リ

ッ
ヒ
は
、
経
濟
慣
値

一
般

は
成
立

の
條
件
と
し
て
利
用
性
と
費
用
性
と
を
有
す

る
と

の
見

地

よ
り
、
等
し
く
経
濟
債
値
力
る
貨
幣

の
慣
値
も
亦
利
用
性
と
費

用
性
を
前
提

す
と
説

く
。

,

彼

は
、
此
結
論

に
劃
し
次

の
如
き

駁
論
を
豫
想
す

る
。
即
ち
、
如
何
な
る
目
的

に
勤
し

て
竜
有
用
な
ら
ぎ

る
劃
象

が

一
般

に
貨
幣

π

る
の
職
能
を
螢
み
得

る
と
言

ふ
は

℃
。
叶三
。
℃
}

N
凶℃
一凶
で
あ

る
。
抑

々

一
般

経
濟

財
と
貨
幣
と

の

間

に
は
次

の
如
き
匠
別
が
存
在

す
る
b
前
者

に
あ

つ
て
は
慾
望
充

足
の
手
段
禿

う
得

る
能
力

は
慣
値
條
件

の

一
で
あ

《
〃
フ

ェ
サ
ツ
セ
の
貨
幣
債
値
論

四

二
九
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る
が
、
反
劉
に
調
達

の
困
難

の
爲
に
便
値
あ
う
と
言
ふ
こ
と
は
決
し
て
其
の
利
用
性
の
前
提
で
は
な

い
。
水
は
調
達

め
困
離
の
爲
に
慣
値
あ
6
や
否
や
に
は
拘
り
な
く
渇
を
馨
す
る
に
役
立
つ
。
然

る
に
後
者
、
貨
幣
の
揚
合
は
此
と
異

る
。
貨
幣
に
あ

つ
て
は
、
既
に
領
値
を
有
す
と
言
ふ
乙
と
が
償
値
移
轄

の
手
段
π
る
職
能
を
管
む
が
駕

の
不
可
欠
の

前
提
で
あ
る
。
憤
値
な
き
貨
幣
、
從

つ
て
誰
し
も
此
に
劃
し
何
も

の
を
竜
與

へ
澱
貨
幣
は
、
交
換
手
段
π
る
こ
と
も
、

儂
値
尺
度
π
る

乙
と
も
、
尚
叉
資
本
移
轄

の
手
段
π
る
乙
と
も
出
來
諏
。
更

に
か
＼
る
貨
幣
を
以

つ
て
支
彿
業
務
を

決
濟
し
、
時
聞
的
場
所
的
慣
値

の
負
憺
者

π
ら
し
む
る
こ
と
を
も
出
來
、楓
。
か
く
貨
幣
は
償
値
性
を
有
す
る
場
合
に

の
み
、
何
等
か
の
職
能
を
螢
み
得
る
も
の
と
す
れ
ば
、
其
の
慣
値
性
を
貨
幣
と
し
て
の
職
能
の
み
よ
め
誘
出
す
る
乙

と
を
得

ぬ
、
と
言
ふ
の
が
其
れ
で
あ
る
。

此
駁
論
に
封
し
、

ヘ
ル
フ
エ
リ
ッ
ヒ
の
答
ふ
る
と

こ
ろ
は
次
の
如
く
で
あ

る
。

事
實
に
於
て
當
初
交
換
手
段

・
支
佛
手
段
或
は
慣
値
の
尺
度
π
り
し
は
、
使
用
財
と
し
て
の
橿
値
あ
る
素
材
で
あ

つ
π
。
然
る
に
、
此
の
種

の
財
を
貨
幣
と
し
て
用

ふ
る
の
結
果
、
経
濟
制
度
に
漫
更
を
來
し
貨
幣
は
欠
く
可
か
ら
ざ

る
も
の
と
な
る
に
至

つ
て
、貨
幣
π
る
串
物
は
其
の
慣
値
を
貨
幣
穴
る
職
能
に
基

い
て
有
す
る
に
至
る
。
然
し
乍
ら
、

貨
幣
を
登
然
貨
幣
職
能

の
基
礎
に
据

へ
る
が
駕

に
は
、
貨
幣
本
質

に
關
す
る
國
家
的
秩
序
と
支
挑
義
務

の
存
在
と
が

必
要
で
あ

つ
π
。
勿
論
何
人
襯
償
値
あ
る
事
物
と
の
交
換
に
於

て
償
値
な
き
事
物
を
受
領
す

る
も

の
で

は
な

い
。



ヘ

ヘ

ヘ

へ

換
言
す
れ
ば
、
立
法
は
自
由
交
易
の
忌
避
す
る
事
物
を
強
制
的
に
國
民
経
濟
上
の
交
換
手
段
π
ら
し
む
る
こ
と
を
得

澱
。
他

の
理
由
よ
う
既
に
領
値
を
有
せ
ざ
る
事
物
は
、
自
由
意
志
に
基
く
と
強
制
に
基
く
と
を
問
は
ず
、
此
を
交
換

ヘ

ヘ

へ

も

手
段
と
し
て
充
用
す
る
乙
と
に
ょ
り
、
慣
値
を
駿
生
せ
し
め
得

る
竜
の
で
は
な

い
。
然

る
に
支
佛
手
段
た
る
職
能
は

こ
れ
と
關
係
を
異

に
す
る
。
事
實
將
來

の
爲

に
慣
値
な
き
事
物
の
給
付
を
約
定
す
る
者

は
な

い
が
、

一
度
國
民
経
濟

の
成
員
間
に
廣
く
貨
幣
に
よ
る
支
彿
義
務
が
存
立
し
、
國
家
的
立
法
に
よ
つ
て
債
灌
者
は
如
何
な
る
事
物
を
以

つ
て

支
彿
を
受
く
可
き
や
を
規
定
し
得
る
時
は
、
國
家
は
他
に
有
用
性
な
き
事
物
に
怯
的
支
彿
力
を
附
與
し
、
以

つ
て
利

用
性
を
授
く
る
こ
と
が
出
來

る
。
而
し
て
此
の
利
用
性
は
、
造
幣

の
國
家
的
濁
占
と
共
に
、
濁
立

の
慣
値
基
礎
π
る

の
で
あ

る
。
支
彿
を
な
す
も
の
は
、
法
制
上
の
支
彿
物
が
他
の
目
的
に
劃
し
有
用
な
ウ
や
否
や
を
問
ふ
の
必
要
は
な

い
。
故
に
既
存
の
支
彿
義
務
履
行
手
段
力
る
職
能
は
、
他
の
凡
て
の
有
用
性
よ
う
濁
立
せ
る
利
用
性
に
し
て
、
調
達

の
困
難
と
共
に
、
該
事
物
に
憤
値
を
附
與
す
る
の
で
あ
る
。
法
的
支
佛
力
並
び
に
調
達
の
困
難
の
み
よ
φ
生
じ
π
る

此
の
債
値
は
、
更
に
該
事
物
を
し
て
交
換
手
段
其
他
の
貨
幣
職
能
に
充
用
せ
し
む
る
に
至
る
。
言

ム
迄
も
な
く
歴
史

的

に
は
、
貨
幣
に
よ
る
支
彿
義
務
登
生
以
前
、
從

つ
て
純
粋
な
る
貨
幣
基
礎
の
成
立
以
前
に
貨
幣
は
螢
生
し
π

の
で

あ

る
。
故
に
貨
幣
の
起
源
は
使
用
財
を
充
用
す

る

乙
と

に

よ

つ
て
初
ま

つ
π
の
で
あ
る
。
さ
れ
ど
貨
幣
機
展
の
後

期

に
於

て
は
、
實
際
的
理
論
的
に
、
貨
幣
は
貨
幣
と
し
て
の
利
用
性
の
み
よ
り
其
の
債
値
を
有
し
得

る
に
至
る
、
と
。

(
ル
フ
認
リ
ツ
h
の
貨
幣
償
値
論

四

三

【
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又
學

者

の
中

に
は
、
貨

幣

の
儂

値

の
成

立
を
解

く
に
限
界
効
用
説
を
以

つ
て
せ
ん
と
す
る
竜
の
少
し
と
せ

臓
。

ヘ

ル

フ

エ
リ

ッ
ヒ
が
限
界
効
用
読
そ

の
も

の
を
否
定
す

る
は
既

に
述

べ
π
る
と

こ
ろ
な
る
竜
、
彼

は
、
假
令
二

般

に
は

此

の
學
説
が
可
能
な
り
と
す

る
も
、
術
貨
幣

に
は
此
を
適
用
し
得
ざ

る
特
殊

の
理
由
あ
ム
と
す
る
。

ヘ
ル
フ

エ
リ

ッ
ヒ
は
、
抑

々
限
界
効
用
説

は
財

の
交
換
慣
値

を
決
定
す

る
に
、
該
財

の
個
人
経
濟

に
封
す

る
利
用

性

の
度

合
を
以

て
せ
ん
と
す
る
。
然

る
に
貨
幣

に
あ

つ
て
は
個
人
経
濟

に
封
す

る
利
用

性
の
度
合

は
、
其

の
交

換
慣

値

に
よ

つ
て
決
定

せ
ら
れ
る
。
個
人
縄
濟

に
於

け
る
貨

幣

の
評
債

を
決
定
す

る
も

の
は
、
其

に
よ

つ
て
獲
得
し
得

る

財
、
或

は
支
彿

に
要
す

る
貨
幣
を
調
達
す

る
が
爲

に
提
供
す

る
財
で
あ

る
。
故

に
個
人
経
濟
内
に
於

け
る
貨
幣

の
限

界
効
用

は
此
等

の
財

に
よ

つ
て
享

受
し
得

る
最

少

の
利
用
で
あ

る
。
然

る
に
此

の
限
界
効
用

は
既

に

一
定

の
交
換
慣

値

を
前
提
す

る
が
故

に
、
後
者
は
前
者

に
起

因
す

と

な

す

乙
と

を

得
ず

、
と
論

じ
て
、
彼

は
、
個
人
緯
濟

に
於

け

る
貨
幣

に
限
界
効
用
説
を
適
用
し
得
ず

、
と
す

る
。
更

に
彼

は
、
國
民
縄
濟

全
禮

を
考
察
す

る
に
よ

つ
て
も
爾
限
界

効
用
説
は
貨
幣

に
適
用

し
得
可
か
ら
ざ

る
を
知

る
と
主
張

し
て
言

ふ
。
限
界
効
用

な
る
概
念

は

一
定

の
財
貨

に
よ

つ

て
只

一
定

の
慾
望

の
み
が
充
足
せ
ら
れ
、
そ
れ

に
よ

つ
て
喚
起

さ
る

＼
効
用

は
常

に

一
定
段
階
に
止
ま

る
と
言

ふ

こ

と

を
基
礎
と
す

る
。
即
ち
慾
望
と
財
貨

の
歎
量

が
與

へ
ら

る

＼
時
は
享
受

し
得

る
最
少

の
効
用

は
確
立
せ
ら
れ
、
此



●

に
よ
つ
て
他
の
財
に
封
す
る
該
財
の
慣
値
が
決
定
せ
ら
れ
る
。
然
し
乍
ら
、
財
貨

の
歎
量
が
與

へ
ら
れ
る
の
み
で
債

値
を
決
定
し
得

る
可
能
的
効
用
が
確
立
す
る
と
言
ふ
前
提
は
、
他

の
財
に
は
此
を
適
用
し
得
可
し
と
す
る
も
、
貨
幣

に
は
適
用
し
得
な

い
。
今
蝕
に

一
千
噸
の
穀
物
あ
う
と
す
る
時
は
、
こ
れ
に
ょ
つ
て

一
定
数

の
人
に

一
定
度
の
満
足

を
與

へ
得
る
。
然
か
も
穀
物
の
交
換
債
値
如
何
に
拘
う
な
く

こ
れ
を
な
し
得
る
。
然
る
に
貨
幣

一
定
量
の
敷
用
は
、

個
人
経
濟
に
あ

つ
て
も
、
國
民
経
濟
に
於

て
竜
、
貨
幣
の
交
換
債
値
如
何

に
よ

つ
て
直
接
影
響
せ
ら
れ
る
。
即
ち
他

の
財
貨
に
劉
す
る
貨
幣
箪
位

の
慣
値
高
き
に
從

ひ
、
同

一
額
の
貨
幣
輩
位

に
よ

つ
て
交
易
せ
ら
る
＼
財
貨

の
藪
量
は

増

々
大
と
な
る
。
類
⊆
ヨ
。
は
、
貨
幣
藪
量
の
多
少
は
國
民
経
濟

に
於
け
る
貨
幣

の
効
能
に
は
關
係
な
く
、
貨
幣
の
数

量
宇
減
す
る
も
他
の
財
貨
に
封
す
る
貨
幣
の
慣
値

二
倍
す
る
時
は
、
貨
幣
は
以
前
と
同

一
の
任
務
を
鑑
し
得
可
し
、

と
唱

へ
π
の
で
あ
る
が
、
其
の
中
心
に
於

て
眞
理
を
示
す
命
題
π
る
は
疑
な
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
他
の
財
に
於
て
は
、

其
の
慣
値
は

一
定
量
に
よ
つ
て
享
受
し
得

る
効
用

の
制
限
に
起
因
し
、
数
量
減
少
し
て
充
足
し
得
ざ
る
効
用

の
度
合

上
る
に
從

ひ
其

の
慣
値
は
塘
加
す

る
を
常
と
す
る
竜
、

一
定
量
よ
う
享
受
し
得
る
効
用
は
其
の
交
換
慣
値
如
何
に
よ

つ
て
増
減
す
る
が
如
き

こ
と
は
な

い
。
然

る
に
貨
幣
に
あ

つ
て
は
、

一
定
量
の
効
用
は
貨
幣
軍
位
の
交
換
慣
値
の
昇

降
に
よ
わ
自
由
に
此
を
伸
縮
し
得
る
の
で
あ
る
。
故
に
個
人
経
濟
に
於
て
も
、
國
民
経
濟

に
於
て
竜
、
貨
幣

の
効
用

は
其

の
数
量
に
よ
つ
て
制
限
せ
ら
れ
ず
し
て
交
換
償
値
の
漫
化
に
よ

つ
て
左
右
せ
ら
れ
る
。
從

つ
て
貨
幣
の
交
換
便

《
ル
フ

並
リ
ツ

ヒ
の
貨
幣
便
値
論

四

三
三
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値

は

一
定
量

に
よ
つ
て
享

受
し
得

可
き
効
用

の
制
限

に
起

因
せ
ず

。
故

に
限
界
効
用
説

は
貨
幣

の
債

値

に
適
用

す
る

Z
と

を
得

澱
、
と
o
(ω
・
いM
α
ー
い
這
)

四
、

ヘ
ル
7
エ
リ
ツ
ヒ
の
所
論
に
封
す
る
疑
鮎

以
上
余

は
、

ヘ
ル

フ
エ
リ

ッ
ヒ
の
貨
幣
並

び

に
経
濟
慣

値

の
概

念
よ
う
登
し

て
、
貨

幣

の
慣

値
性
、
其

の
成

立
の

條
件
等
所
謂
質
的
貨
幣
憤

値
説

を
紹
介

し
終

つ
π
。

ヘ
ル
フ

エ
リ

ッ
ヒ
の
所
論
は
、
既

に

一
九

〇
三
年

に
世

に
登
表
せ
ら
れ
た
る
に
竜
拘

ら
ず
、
貨
幣

の
職
能

を
強
調

し
、
地
金
學
説

を
反

駁
し
、
以

て
誤
ま

れ
る
貨
幣
慣

値
説
を
正
し
た
る
は
没

す
可

か
ら
ざ

る
功
績
な
b
と
言
は
ね
ば

な
ら

漁
。
然
し
乍
ら
、
余
が
熟

護

玩
味

し
て
爾
消

へ
ざ

る
疑
問
な
し
と

せ
諏
。
故
に
蝕

に
此

の
疑
問

を
開
陳

し
、
以

つ
て
諸
先
輩

の
敷
示
を
乞
は
ん
と
す

る
の
で
あ

る
。

余
が
彼

の
所
論
を
讃

ん
で
起

し
π
る
疑
問

は
左

の
二
黙
て
あ

る
。

一
、

ヘ
ル

フ

エ
リ
ッ
ヒ
が
貨
幣

に
於

け
る
慣

値
性
を
讃

明
す

る

に
當

う
、
慣

値
尺
度
論
を
駁
し
、
そ

の
立
揚
を
捨

て
π
る
は
余

の
痛
快
措
く
能

は
ざ

る
と

こ
ろ

で

あ

る

が
、
『
主
禮

は

一
財

に
封

し
貨
幣

を

一
定

の
關
係

を
以

つ
て
受

授

せ
ん
と
す

る
な
ら
ば
、
そ
は
貨
幣

は
財
と
同
じ
く
、

一
般
的
交
換
手
段

π
る

の
任
務
を
鑑
さ
ん
が
爲

に
は
慣
値
剣



O

断

の
劉
象
泥
う
、
即
ち
慣

値
性
を
有
す
と
言
ふ

こ
と
を
意
味
す

る
』
と

の
彼

の
言
は
、
余

の
疑

ふ
と

こ
ろ
で
あ

る
。

先
づ
卑
見
を
述
ぶ

る
に
先
ち
、

ヘ
ル

7
エ
リ

ッ
ヒ
の
此

の
主
張

に
封
す

る
り

ー
フ

マ
ン
の
批

評
を
聞
か
う
。
り

ー

フ

マ
ン
は
日
ふ
、
『
確

か
に
貨
幣

竜
亦
慣

値
判
断

の
封
象
で
あ

る
が
、
吾
人
は
如
何
な

る
意

味
に
於

て
然

る
や

を
認
識

す

る
を
要
す
。
主
観
學
説

た
る
と
客
観
學
設

た
る
と
を
問

は
ず

凡

て
從
來

の
學
説

は
、
從

っ
て
叉

ヘ
ル

7

エ
リ

ッ
ヒ

の
如
き
も
、
其

の
域

よ
う
邊

か
に
隔

つ
て
居

る
。
:
;
:
ヘ
リ

ク

エ
リ
ッ

ヒ
は
、
實
膿
償

値
を
否
定
す
る
と

は
言

へ
、

恰

か
も

一
般

に
絶
封
慣
値

が
存
在
す
る
が
如
く
に
、
債

値
性
、
猫
立
な
る
憤
値
性
等

を
云

々
す

る
。
…

・・然
し

コ
憤

値
制
断

の
封
象

た
る
乙
と
L
と

「
償
値

性
を
有
す

る

こ
と
」
と
は
同

一
た
う
得

ぬ
と
と

は
、
此
を
知

る
に
難
く
は
な

い
。
後
者

の
言
葉

の
使
用

は
、

ヘ
ル
フ

エ
リ
ッ
ヒ
を
誤

ら
し

め
、
彼

の
所
論
を
誤
謬

π
わ
、
無
償
値
た
ら
し

め
た

の

で

あ

る
。

而
し
て
其
背
後

に
は
、
絶
劉
償

値
の
概

念
即
ち
貨

幣
表
示
償

格
は
慣

値
表
示
な

う
と

言
ふ
誤
謬

が
横

つ
て

居

る
』
①
と
。

か
く

の
如
く

ヘ
ル
ン

エ
リ

ッ
ヒ
は
、
貨
幣

は
債

値
例
断

の
劃
象

に
し
て
慣
値
性
を

有
す
と
主
張

す

る
に
劉
し

、

り

ー
フ

マ
ン
は
貨
幣

は
慣
値
判
断

の
劃
象

な
る
も
慣
値
性
を
有

せ
ず

と
主
張
す

る
の
で
あ

る
。
而
し
て
其
理
由
と
す

る

と

こ
ろ
は
、
貨

幣

に
慣

値
性
を
認

む
る
は
絶
封
慣

値
を
有
す
と

の
誤
謬

に
基
く
が
故
な
b
と
す

る
。
余

の
考
を
以
て

す

れ
ば

、
貨
幣

が
償
値
例
断

の
劃
象

尤

る
や
否
や

は
議

論

の
鯨
地
あ

る
も

、
貨
幣

が
慣

値
判
断

の
封
象

控
る

乙
と

を

(
〃
フ

ェ
リ

ツ
ヒ
の
貨

幣
債
値
論

四

三
五
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三
六

認

む
る
以
上
は
、
其

の
債

値
性
を
肯
定

し
な

け
れ
ば
次
ら

臓
と

思
は
れ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
債

値
性
を
有
せ
ぎ
る
封

象

は
債

値
制
断

の
劉
象

た
る

乙
と

を
得

糧
か
ら
で
あ

る
。
故

に

ヘ
ル
ヲ

ニ
リ

ッ
ヒ
も
、
巧
み
な
る
皮

肉
を
以

つ
て
、

『
或
劃
象

が
有
せ
ざ
る
性
質

に
封
す

る
判
断

は
、
リ
ー

フ

マ
ン
の
批

評
其
れ
自
身

の
如
く

、
受
く

る
に
値

ひ
せ
ざ

る
割

断

な
う
と
余

に
は
考

へ
ら

れ
る
。
』
(o。
・
い
い
ω)
と

言
ふ
。
叉

ヘ
リ

フ

エ
リ
ッ

ヒ
が
貨
幣
は

必
然

に
償

値
性
を
有
す
と
言

素

も
、
そ
は
必
ず
し
も

り

ー
フ

マ
ン
の
解
す

る
が
如
く
絶
劉
慣

値
を
導

入
す
る
も
の
で

は
な

い
、
と
余

に
は
思

は
れ

る
。
何
と
な
れ
ば
、
若

し
も

り

ー
フ

マ
ン
が

『
凡
て
の
劃
象

は
主
観
的

に
の
み

、
し
か
も
人

の
異

る
に
從

つ
て
異

っ

て
評
債
せ
ら

る

＼
』

が
故
に
、
『
吾
人
が
客
観
的

に
償
値
封
象
と
稽
す

る
こ
と
が
出
來
、
ま
π
其
れ
自

ら
に
於

て
債
値

性
を
有
す
る
と

こ
ろ

の
も
の
は
全
く
存
在
せ
諏
』
と

の
意
味

に
於

て
、
絶
劃
慣
値

の
概
念

を
考

へ
る
な
ら
ば
、

ヘ
ル

フ

エ
リ
ッ

ヒ
も
亦
か

＼
る
慣

値
を
否
定
す

る

乙
と

は
、
『
評
慣

逝
程
は
個
人

の
心

裡
に
生
ず

る
限
り
主
観
的
現
象
で

あ

る
』
『
貨
幣

の
個
値
其

れ
自
身

は
他

の
測
定
軍
位

の
如
く

一
定

不
動

π
う
得

ぬ
』

等

の
立
言

に

よ

つ
て
明
か
な
る

が

故
で
あ

る
。
故

に
り

ー
フ

マ
ン
の
批
評

は
的
な
き

に
放

て
る
矢

に
も
等

し

い
の
で

あ

る
。

卑
見
を
以

つ
て
す
れ
ば

、
交
換

と
責

買
と
は
、
慣

値
低
き

竜

の
を
與

へ
て
高
き

も

の
を
取

る
黙

に
於

て
は
何
等

の

差
異

は
な

い
。
然
し
乍
ら
、
交
換

に
あ

つ
て
は
、
當
事
者
各

々
は
自

己
に
劃
す
る
客
禮

の
主
観
的
慣

値
を
制
断

し
、

そ

の
償

値
を
比
較
す

る
も
、
責

買
に
あ

つ
て
は
、

一
方

の
客

艦
即
ち
貨
幣

に
就

い
て
は
、
冬
當
事
者

は
自

己

に
劃
す



母

る
主
観
的
慣
値
を
到
断
す
る
も
の
で
は
な

い
、
と
言
ふ
黙
に
於
て
爾
者
は
其
性
質
を
異
に
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
交

換
に
際
し
て
は
二
客
膿
は
評
慣

に
よ
b
償
値
付
け
ら
れ
、
其
主
観
的
慣
値
が
相
互
に
比
較

せ
ら
れ
る
の
で
あ

る
が
、

費
買
に
際
し
て
は
貨
幣
は
評
慣
に
よ
b
債
値
付
け
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
既
に
肚
會
の
慣
値
付
け
せ
る
債
値
を
磯
見

し
、
以

つ
て
他
の
領
値
と
比
較
せ
ら
れ
る
、
と
余
は
解
す
る
の
で
あ
る

(
後
段
参
照
)
。

右
の
解
繹
に
し
て
誤
う
な
く
ん
ば
、
費
買
に
於
て
も
、
交
換
同
標
三

債
値
の
存
在
す
る
こ
と
を
認

め
な
け
れ
ば
な

ら
諏
。
然

る
に
若
し
貨
幣
に
し
て
慣
値
封
象
な
ら
ず
と
す
れ
ば
、
責
買
に
際
し
如
何
な
る
二
債
値
が
存
在
し
比
較

せ

ら
る
＼
や
。
此
際
費
手
の
有
す
る
商
品
の
債
値
と
、
買
手
の
有
す
る
貨
幣

に
よ

つ
て
獲
得
し
得

る
商
品
の
債
値
と
が

此
要
求
を
充
π
し
、
Z
の
二
債
値
の
比
較

に
よ
つ
て
費
買
は
成
立
す
と
解
せ
ら
る
＼
や
も
知
れ
漁
。
然
し
乍
ら
、
頁

買
當
事
者
は

一
々
其
貨
幣
に
よ
つ
て
得
可
き
商
品
を
意
識
す
る
は
事
實
上
不
可
能
な
る
限
う
、
か

＼
る
解
繹
を
な
す

之
と
は
出
來
瞭
。

、

.
費
買
に
於
て
も
亦
、
交
換

一
般
に
於
け
る
が
如
く
、
商
品
の
慣
値
と
貨
幣
其
自
身
の
債
値
と
が
比
較

せ
ら
る
と
考

へ
な
け
れ
ば
な
ら
汲
。
從

つ
て
貨
幣
は
其
自
身
慣
値
性
を
有
す
と
観
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
故
に
余
は
、
貨
幣
は
慣
値

性
を
有
す
と
の
結
論
に
於

て
は

ヘ
ル
フ
エ
リ
ッ
ヒ
に
賛
成
で
あ
る
。
唯
余

は
、
貨
幣
は
慣
値
劉
断

の
劃
象
な
る
が
故

に
慣
値
を
有
す
と
言
ふ
乙
と
は
到
底
承
服
し
能
は
ざ
る
所
で
あ
る
。

へ
卿
フ

エ
リ
ツ
ヒ
の
此
庭

に
所
謂

『
慣
値
制
断

(
ツ
フ

呂
リ

ツ
h
の
貨
幣
債
値
論

四
三
七
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の
封
象
』
と
稻
す
る
は
、
個
人
的
主
観
的
評
慣
の
蜀
象
を
意
味
す

る
は

『
抽
象
の
産
物
π
る
交
換
慣
値
の
概
念
を
無

覗
し
、
債
値
の
根
本
現
象
に
立
蹄

つ
て
考

へ
て
も
省
貨
幣

の
慣
値
性
を
否
定
す
る
こ
と
を
得

澱
』
、
『
凡
て
慣
値
は
…

:
主
瞠

の
制
断
に
基
く
』
等

の
言
に
よ
つ
て
明
白
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
、
貨
幣
を
個
人
的
主
観
的
評
贋
の
封
象
な
套

と
す
る
時
は
、
貨
幣
と
商
品
と
の
交
換
は
責
買
な
ら
ず
し
て
直
接
交
換
と
観
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
從

つ
て
雨
客
燈
の

何
れ
を
も
貨
幣
と
は
稽
す
る
辺
と
を
得
ざ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
故
に
余
は

ヘ
ル
フ
エ
リ
ッ
ヒ
に
封
し
て
、
り

ー
フ

マ
ン
と
は
正
し
く
反
封
に
、
貨
幣
は
領
値
を
有
す
れ
ど
も
、
そ
は
主
観
的
儂
値
判
断

の
封
象
禿
ら
ず
と
主
張
し
π

い
。

二
、
次
に
余
の
疑
問
と
す
る
と
乙
ろ
は
、
貨
幣

の
慣
値
は
、

一
般
経
濟
債
値
と
同
檬
利
用
性
と
費
用
性
と
を
條
件

と
し
て
成
立
す
る
と
の

ヘ
ル
ヲ
ヱ
リ
ツ
ヒ
の
見
解
で
あ
る
。
假
命

一
般
経
濟
慣
値
は
利
用
性
と
費
用
性
に
基

い
て
登

生
し
得
可
し
と
す
る
も
、
余

は
之
を
以

つ
て
直
ち
に
貨
幣

の
債
値

の
成
立
條
件
と
な
し
得

る
や
否
や
を
疑

ふ
の
で
あ

る
。一

般
財
貨

に
於
て
は
憤
値
は
効
用
に
起
因
し
、
使
用
慣
値
あ

つ
て
の
交
換
憤
値
に
し
て
、
爾
者
は
先
後
因
果
の
關

係
に
あ
り
と
せ
ら
れ
る
。
然
る
に
貨
幣

の
効
用
は

一
般
的
交
換
手
段
と
し
て
役
立
つ
こ
と
に
あ
・9
、
其
濁
立
の
利
用

性
と
錐
も
術
所
謂
交
換
慣
値
と
離
れ
て
考
ふ
る
こ
と
を
得
な

い
。
故
に
貨
幣

に
あ

つ
て
は
、
効
用
と
債
値
、
使
用
偵

値
と
交
換
慣
値
は
、
先
後
因
果
の
關
係
で
は
な
く
相
關
關
係

に
あ
り
と
観
な
け
れ
ば
な
ら
滋
。
從

つ
て
貨
幣
に
於

て



は
、

一
般
財

と
同
様
効
用
あ

つ
て
の
儂
値
な
う
と

し
、
前
者

よ
う
後
者
を
導
く

こ
と

は
出
來

澱
。

こ
の

之
と
は
、

ヘ

ル

フ
ヱ
リ

ッ
ヒ
が
限
界
効
用

説

の
批

評

に
際
し

『
貨
幣

に
あ

つ
て
は
、
効
用

は
藪
量

に
制
限
さ
れ
ず

、
寧
ろ
交
換
債

値

に
よ

つ
て
制
限

さ
る
＼
が
故

に
之
を
摘
用

し
得
ず
』
と

の
主
張

に
照
ら
し

て
、
常
然
彼

の
改

め
な
け
れ
ば
な
ら
臓

黙
で
あ

る
。

然
ら
ば
、
何
が
故
に
貨
幣

の
慣
値
は
個
人
的
主
観
的
債
値
判
断

の
封
象
な
ら
ず
し
て
存
立
し
得
る
や
、
何
が
故
に

貨
幣

の
効
用
と
領
値
と
は
先
後
因
果
の
關
係
な
ら
ず
し
て
相
關
關
係

の
下
に
あ
う
や
。

、
余

は
此
問
題
を
解
く
に
當
う
、
先
づ
個
人
と
肚
會
と
の
關
係

を
観

る
。
抑

々
肚
會
か
存
在
す
る
が
爲
に
は

『
各
個

入

の
間

に

署
9
冨
9
三

蒔
巷
αq
の
關
係

あ
る

こ
と
を
要

し
、
其

宅

9
冨
。
写

莫

§
σq
は

一
定

の
外
的

形
式

を
具
備
す

る
に
至
う
、
而
し
て
此
外
的
形
式
を
得

力

る
各
個
人
間

の

く
～
。
。訂
Φ
写
一「ざ

夷

の
關
係

は
最
早
各
個
人

に

N彗
9
劉

塗
年
。
嵩
す

る
こ
と
を
得

澱
竜

の
』
π

る
を
要
す
。
即
ち
肚
會
に
於

て
個

人
は
其
猫
立
性
を
失

ひ
、
発
膿

中

の
部
分
と

し

て
の
意
義

を
有
す

る
に
至

る
の
で
あ
る
。
此
際
個
人
は
特
定

の
範
園

に
於

て
の
み
濁

立
性
を
失

ふ
を
要

し
、
す
べ

て
の
範
園

に
於

て
猫
立
性
を
失
ふ

こ
と

は
考
ふ
る
こ
と

を
許
さ

澱
。
若

し
然

る
時

は
、
肚
會
と
個
人

の
二
概

念
を
云

々
し
得

ざ
る
を
以

つ
て

Ψ
あ

る
。
故
に
爾
者
は
濁
立

の
概
念
な
る
も
、
肚
會
は
個
人

を
侯

つ
て
初

め
て
成

立
し
、
個

鵬
〃
フ
エ
"
ツ
ヒ
の
貨
幣
便
値
胎

四
三
九
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入
は
ま
π
耐
會

の
存
在
を
考

へ
て
初
め
て
眞
の
個
人
π
う
得

る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
雨
者
は

因
霞
邑
魯

の

關
係

の
下
に
立

っ
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
心
理
登
生
的

に
は
、
先
づ
個
人
存
在
し
て
後
肚
會
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
が
、

論

理
的
に
は
寧
ろ
、
肚
會
あ

つ
て
後
個
人
は
成
立
す

る
と
言
は
ね
ば
な
ら
諏
。
而
し
て
肚
會
的
現
象
は
心
理
登
生
的

に
は
個
人
的
現
象
か
ら
登
生
す
る
の
で
あ
る
が
、

一
旦
螢
生
す
る
時
は
、
個
人
的
主
観
的
現
象
か
ら
離
れ
力
濁
立
性

と
客
観
性
と
を
取
得
す
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
濁
立
性
と
客
観
性
と
を
取
得
し
π
肚
會
的
現
象
は
更
に
個
人
的
主

観
的
現
象
を
制
約
し
、
其
内
容
を
愛
更
す
る
の
で
あ

る
。
即
ち
個
人
と
肚
會
は
互
に
因
果
派
生
の
關
係
を
な
し
て
進

み
行
く
の
で
あ
る
⑭
。

今
此
關
係
を
経
濟
慣
値
に
適
用
し
て
考

へ
る
時
は
、

一
物
に
封
す
る
個
人
的
主
観
的
慣
値
は
、
該
物
に
封
す
る
肚

會
的
客
観
的
償
値
を
侯

つ
て
初
め
て
成
立
し
、伽
叉

一
物
に
劃
す
る
肚
會
的
客
観
的
債
値
は
之
に
劉
す
る
個
人
的
主
観

的
債
値
の
存
在
を
考

へ
て
初

め
て
可
能
で
あ
る
。
故

に

一
物
に
樹
し
個
人
的
主
観
的
憤
値
を
認
め
る
が
爲

に
は
、
論

理
上
其
以
前
に
該
物
に
勢
し
肚
會
的
客
観
的
慣
値
を
豫
想
し
な
け
れ
ば
な
ら
漁
。
此
祉
曾
的
客
観
的
慣
値
は
、
心
理

登
生
的

に
は
個
人
的
主
観
的
債
値
よ
6
登
生
す
る
の
で
あ
る
が
、

一
度
登
生
す
る
時
は
、
之
よ
り
離
れ
て

一
客
観
性

と
濁
立
性
と
を
具
有
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
從

つ
て
肚
會
的
客
観
的
債
値
は
個
人
的
主
観
的
債
値
と
同

一
の
法
則

に
從

ふ
も
の
で
は
な

い
。
個
人
的
主
観
的
儂
値
は
、
個
人
の
主
槻
的
慣
値
制
断
の
結
果
と
し
て
登
生
す
る
も
、
肚
會



的
客
観
的
債

値
は
、
個
人
の
主
観
的
慣
値
割
断
よ
り
濁
立
し
て
其
意
義
を
有
し
得

る
の
で
あ
る
。

一
肚
會
的
客
親
的
慣
値
は
更

に
之
を
目
的
償
値
と
手
段
領
値
と
に
分
け
る
乙
と
が
出
來
る
。
目
的
慣
値
は
、
素
材
の

劾
用
を
基
礎
と
し
て
成
立
す
る
慣
値
に
し
て
、
手
段
慣
値
は
、
其
素
材

の
効
用
を
離
れ
て
他
の
客
燈
を
獲
得
し
得

る

て
ふ
職
能
に
基

い
て
成
立
す
る
償
値
で
あ
る
。
今
或
客
禮
に
就
會
的
な
る
目
的
領
値
が
成
立
し
て
居
る
な
ら
ば
、
或

入
は
自
己
の
有
す
る
財
貨
を
與

へ
て
、
肚
會
的
目
的
領
値
の
成
立
せ
る
客
膿
を
自
己
の
欲
す
る
財
貨

の
獲
得
の
手
段

と
し
て
取
得
す
る
様

に
な
る
。
此
揚
合
に
於

て
肚
會
的
目
的
債
値
の
成
立
せ
る
客
膿
を
受
取
る
者
は
、
そ
れ
を
只
自

己

の
欲
す
る
財
貨
獲
得
の
手
段
と
し
て
の
み
観
察
す
る
が
故
に
、
彼

に
は
そ
の
素
材
儂
個
の
自
己
に
鋼
す
る
効
用
如

何
は
問
題
で
は
な

い
。
彼
は
そ

の
財
貨
獲
得

の
手
段
と
し
て
の
効
用

に
の
み
着
目
す
る
の
で
あ
る
。
蝕

に
目
的
償
値

よ
り
濁
立
し
て
手
段
慣
値
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
此
の
目
的
債
値
と
手
段
慣
値
も
亦

内
。
護
色
鉾

の
關
係

の
下
に

立

つ
。
而
し
て
手
段
領
値
は
目
的
債
値
よ
6
襲
生
す
れ
ど
も
、

一
旦
手
段
償
値
に
し
て
磯
生
す
れ
ば
、
そ
は
濁
立
の

意
義
を
有
し
、
目
的
慣
値
と
は
異

る
法
則
に
從
ふ
。
目
的
慣
値
は
素
材
の
効
用
を
前
提
し
て
初

め
て
存
立
す
る
も
、

手
段
領
値
は
素
材
の
効
用
よ
6
離
れ
て
、
財
貨
獲
得
の
手
段
π
る
効
用
に
よ
つ
て
成
立
す
る
。
然
る
に
財
貨
獲
得

の

手
段

た
る
効
用
は
と
、
と
り
も
な
ほ
さ
ず
、
其
に
よ

つ
て
支
配
し
得
ら
る

＼
諸
財
の
慣
値
に
よ
つ
て
條
件
付
け
ら

る

、
が
故
に
、
手
段
傾
値
に
於

て
は
其
効
用
と
交
換
慣
値
と
は
先
後
因
果
の
關
係
で
は
な
く
相
關
關
係

の
下
に
あ
る
の

(
ル
フ

ェ
リ

ツ
七
の
貨
幣
慣
値

論

四
四

一
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で
あ

る
。

抑

々
貨
幣

は
、
自

己

に
於

て
清
費

し
、
叉
は
永
績

的
使
用

に
供
す

る
が
爲

に
受
領
せ
ら
る

＼
竜

の
で

は
な
く
、

必

ず
自

己

の
欲
す

る
財
貨

を
獲
得
す
る
が
駕

に
不
定

の
第

三
者
、
換
言
す

れ
ば
、
肚
會

に
再

び
譲
渡
す

の
目
的
を
以

つ

て
受
領

せ
ら

る

＼
の
で
あ

る
。
即
ち

一
客
燈

が
貨

幣
π

る
や
否
や
を
決
す

る
の
標
準

は
、
該
客
膿

の
個
人
に
劉
す

る

意
義
を
考
慮
す

る
や
、
肚
會
に
封
す

る
意
義

に
着

目
す

る
や

、
叉
該
客
膿

を
取
引
に
際

し
目
的
と
し

て
取
扱

ふ
や

、

手
段
と
し
て
遇
す
る
や

に
在
う
。
故

に
貨
幣

の
慣

値
は
肚
會
的
客
観
的
債
値
で
あ
う
、
叉
手
段
償
値
で
あ
る
。
從

つ

イ
貨
幣

は
領

値
を
有
す

る
も
、
そ
は
個
人
的

主
観
的
慣
値
割
断

の
劉
象
π
る
が
駕

め
に
あ
ら
ず
と
論
ぜ

な
け
れ
ば
な

ら
ず

、
叉
貨
幣

の
効

用
と
慣
値
と
は
前
後

因
果

の
關
係

に
非
ず

し
て
相
關
關
係

の
下
に
在
う
と
言
は
ね
ば
な
ら

澱
。

.
籾

て
、
以
上

の
所
論

の
後

、
翻

つ
て

ヘ
ル
フ
ヱ
リ
ッ

ヒ
に
劉
す

る
疑
問

の
諸

熱
を
観

る
時
、
彼

が
貨
幣

は
主
観

的

債

値
剣
断

の
封
象
な
る
が
故
に
慣
値
性

を
有
す
と

の
主
張

は
、
貨

幣

の
償
値
は
肚
會
的
慣

値
な
る
を
看

過
し
π
る
と

之
う
に
、
叉
彼

が
貨
幣

に
於

て
は

一
般

財
と
同
様
利
用
性
と
費
用
性

に
基

い
て
其

の
慣
値
成

立
す
と
説
く
は
、
そ
が

芋
段
慣
値
な

る
を
忘
れ
π

る
と

こ
ろ

に
、
共

に
そ

の
映
隔
を
有
す
る
竜
の
と

言
は
ね
ば
な
ら

滋
。
換

言
す
れ
ば
、

へ

川
フ

エ
リ

ッ

ヒ
の
誤
b

は
、
貨
幣
が
繹
濟

上
に
占

む
る
特
殊

の
地
位

を
無

覗
し
、
貨
幣

の
慣
値
と

一
般
経
濟
償
値
と

の

間
に
存
す
る
本
質
的
差
異
を
認
識
せ
ざ
る
に
基

く
も

の
と
結
論
せ
ね
ば
な
ら

顧
。
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